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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、男女共同参画状況及び市民の考え方や実態を把握し、「亀岡市男女共同参画計画～ゆ

う・あいステッププラン～」が 2020（令和２）年度に最終年度を迎えることから、その成果を検

証し、今後の施策の方向付けや課題の把握の基礎資料とします。 

 

２ 調査対象 

亀岡市在住の満 20 歳以上の男女 1,000 人を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

2019（令和元）年 10 月 1 日から 2019（令和元）年 10 月 24 日 

 

４ 調査方法 

郵送により配付し、郵送及びインターネットによる回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 回収数 有効回収数 有効回収率 

1,000 通 343 通 343 通 34.3％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 
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Ⅱ 調査結果 

１ あなたご自身のことについて 

問１ あなたの性別をお書きください。(ご自身が認識する性別についてお書きくださ

い。) 

「「女女性性」」のの割割合合がが 5566..99％％、、「「男男性性」」のの割割合合がが 4422..33％％  

  

○○全全体体でではは  

「女性」の割合が 56.9％、「男性」の割合が 42.3％となっています。 

○○年年齢齢別別でではは  

20 歳代、40 歳代、50 歳代で「女性」の割合が高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

【全 体】    【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性 男性 無回答

女性

56.9%

男性

42.3%

無回答

0.9%

女性

57.8%

男性

41.2%

無回答

1.0%

N=343 N=697 

17 

53 

42 

58 

86 

82 

N= 

64.7

54.8

62.3

63.8

55.8

50.0

35.3

45.2

37.7

36.2

44.2

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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問２ あなたの年齢をお書きください。 

4499..00％％がが 6600 歳歳以以上上とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「60 歳代」の割合が 25.1％と最も高く、次いで「70 歳以上」の割合が 23.9％、「50 歳代」

の割合が 16.9％となっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「70 歳以上」の割合が 7.3 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

【全 体】    【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳代

5.0%
30歳代

12.2%

40歳代

15.5%

50歳代

16.9%

60歳代

25.1%

70歳以

上

23.9%

無回答

1.5%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

70歳以上 無回答

145 

195 

N=343 

N= 

20歳代

7.6%
30歳代

12.1%

40歳代

13.5%

50歳代

17.5%

60歳代

26.5%

70歳以

上

22.2%

無回答

0.6%

N=697 

5.6 

4.1 

11.8 

13.1 

16.9 

13.8 

19.0 

14.5 

24.6 

26.2 

21.0 

28.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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問３ あなたは結婚されていますか。（１つだけに○印） 

7777..88％％のの人人がが「「結結婚婚ししてていいるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「結婚している（再婚も含む）」の割合が 77.8％と最も高く、次いで「結婚していない」の

割合が 12.8％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「死別した」の割合が 5.4 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

結婚している

結婚していないがパートナーと暮らしている

離別した

死別した

結婚していない

無回答

 

 

 

 

343 

N= 

N= 

195 

145 

（再婚も含む） 

N= 

697 

77.9 

78.6 

2.6 

3.4 

8.2 

2.8 

11.3 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

76.9 

0.4  3.6 

7.2  11.3  0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

77.8

2.9

5.8 12.8 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ あなたの現在の世帯構成は次のどれにあてはまりますか。（１つだけに○印） 

4466..66％％のの人人がが「「２２世世代代世世帯帯（（親親とと子子どどもも））」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「２世代世帯（親と子ども）」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「１世代世帯（夫婦のみ）

（事実婚などを含む）」の割合が 33.2％、「３世代世帯（親と子どもと孫）」の割合が 9.0％と

なっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「２世代世帯（親と子ども）」の割合が 8.7 ポイント高くなっています。

また、女性に比べ、男性で「１世代世帯（夫婦のみ）（事実婚などを含む）」の割合が 8.2 ポイ

ント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

6.7  33.2  46.6  9.0 

3.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯（一人住まい）

１世代世帯（夫婦のみ）（事実婚などを含む）

２世代世帯（親と子ども）

３世代世帯（親と子どもと孫）

その他

無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

6.9  30.4  46.6  11.8 

3.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

697 

6.7 

6.9 

29.7 

37.9 

50.8 

42.1 

9.7 

8.3 

2.6 

4.8 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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問５ あなたの職業をお答えください。（１つだけに○印）２つ以上あてはまる場合は、

そのうち主なもの１つに○印をつけてください。 

2288..33％％のの人人がが「「正正社社員員・・正正職職員員」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「正社員・正職員」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「非正規社員・非正規職員（パート・

アルバイト・契約社員、派遣社員など）」の割合が 27.4％、「家事専業（主婦、主夫）、家族従

事者」の割合が 18.1％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「非正規社員・非正規職員（パート・アルバイト・契約社員、派遣社員

など）」の割合が 24.1 ポイント、「家事専業（主婦、主夫）、家族従業者」の割合が 30.6 ポイ

ント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「正社員・正職員」の割合が 24.9 ポイン

ト、「自営業、自由業」の割合が 7.7 ポイント、「無職」の割合が 17.3 ポイント高くなってい

ます。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「正社員・正職員」の割合が 6.5 ポイント、「非正規社員・非正規職員（パート・

アルバイト・契約社員、派遣社員など）」の割合が 7.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

28.3  27.4 

1.7 

5.8 

0.6 

18.1  15.7 
1.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正職員

非正規社員・非正規職員（パート・アルバイト・契約社員、派遣社員など）

役員（法人・団体役員など）

自営業、自由業

学生

家事専業（主婦、主夫）、家族従業者

無職（上記を除く）

その他

無回答

N= 

343 

21.8  20.1 

1.6 

8.6 

2.4 

23.4  18.7 
2.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

195 

145 

N= 

N= 

697 

17.9 

42.8 

37.9 

13.8 

4.1 

2.6 

10.3 

0.5 

0.7 

31.3 

0.7 

8.2 

25.5 

1.5 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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２ 男女平等に関する意識について 

問６ あなたは、現在、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。（１）

～（８）のそれぞれについて、あなたの考えに近いものを選んでください。（それぞ

れ１つずつに○印） 

「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあ

わせた割合を“男性の方が優遇されている”、「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらか

といえば女性の方が優遇されている」をあわせた割合を“女性の方が優遇されている”とします。 

 

（１）家庭生活で 

5544..22％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が54.2％、“女性の方が優遇されている”の割合が7.0％、

「平等である」の割合が 31.8％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で｢どちらかといえば男性の方が優遇されている｣の割合が 18.2 ポイント

高くなっています。また、女性に比べ、男性で「平等である」の割合が 22.7 ポイント高くな

っています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

11.1  43.1  31.8  6.7 

0.3 

5.8  1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.8 

10.3 

51.3 

33.1 

22.1 

44.8 

6.7 

6.9 

0.5 

6.7 

4.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

343 

195 

145 
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【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 54.2% 50.0%  

平等である 31.8% 35.3%  

女性の方が優遇されている 7.0% 7.2%  

 

 

 

 

 

国と比較すると、亀岡市では「（１）家庭生活で」“男性の方が優遇されている”の割合が高く

なっています。 

一方で、「（２）職場で」“男性の方が優遇されている”の割合が低くなっています。 

 

（１）家庭生活で 

単位：％ 

 男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

国 9.3 35.6 45.5 6.5 0.7 2.4 

亀岡市 11.1 43.1 31.8 6.7 0.3 5.8 

 

（２）職場で 

単位：％ 

 男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

国 13.6 39.8 30.7 4.5 0.5 10.9 

亀岡市 8.7 34.1 31.2 5.8 1.7 14.3 

 

資 料：国は、男女共同参画社会に関する世論調査（2019（令和元）年 9月） 

 

 

 男女平等に関する意識について（国・亀岡市の比較） 

 コ ラ ム 

8.2  41.8  35.3  5.5 

1.7 

5.6  2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

697 

8
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（２） 職場で 

4422..88％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が42.8％、“女性の方が優遇されている”の割合が7.5％、

「平等である」の割合が 31.2％となっています。 

○○性性別別でではは  

 大きな差はありません。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

今回調査で「平等である」の割合が 6.7 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 42.8% 47.7%  

平等である 31.2% 24.5%  

女性の方が優遇されている 7.5% 6.9%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

8.7  34.1  31.2  5.8 

1.7 

14.3  4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.7 

7.6 

34.4 

34.5 

31.3 

31.0 

5.6 

6.2 

4.1 

16.9 

11.0 

2.1 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

10.5  37.2  24.5 
5.3  1.6 

14.3  6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

9
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（３） 学校教育の場で 

4466..99％％のの人人がが「「平平等等ででああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が19.2％、“女性の方が優遇されている”の割合が2.3％、

「平等である」の割合が 46.9％となっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合が 5.3 ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 19.2% 13.6%  

平等である 46.9% 52.9%  

女性の方が優遇されている 2.3% 4.1%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

1.4 
12.2  52.9 

3.0  1.1 
20.8  8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.7 
17.5  46.9 

2.3 
26.5  5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6 

0.7 

17.4 

17.9 

47.2 

46.9 

2.1 

2.8 

28.2 

24.8 

2.6 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

10
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（４） 自治会など地域活動の場で※2014(平成 26)年度調査では「自治会やＮＰＯなど地域活動の場で」でした。 

3388..88％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が38.8％、“女性の方が優遇されている”の割合が8.8％、

「平等である」の割合が 30.9％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合が 5.4 ポイント

高くなっています。また、女性に比べ、男性で「平等である」の割合が 9.9 ポイント高くなっ

ています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 38.8% 37.9%  

平等である 30.9% 35.0%  

女性の方が優遇されている 8.8% 4.4%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

7.0  31.8  30.9  8.2 
0.6 

18.4  3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.2  32.7  35.0 
3.7  0.7 

17.9  4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

8.2 

5.5 

34.4 

29.0 

26.7 

36.6 

8.7 

7.6 

1.4 

20.5 

15.9 

1.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

11
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（５） 政治の場で 

7733..22％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が73.2％、“女性の方が優遇されている”の割合が2.3％、

「平等である」の割合が 10.2％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「男性の方が非常に優遇されている」の割合が 11.9 ポイント高くなっ

ています。また、女性に比べ、男性で「平等である」の割合が 11.5 ポイント高くなっていま

す。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 73.2% 69.0%  

平等である 10.2% 12.3%  

女性の方が優遇されている 2.3% 2.5%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

27.4  41.6  12.3 
1.9  0.6 

11.5  4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.1  41.1  10.2 
2.0  0.3 

12.2  2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.4 

25.5 

42.6 

40.0 

5.1 

16.6 

2.6 

1.4  0.7 

11.8 

13.1 

0.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

12
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（６） 法律や制度のうえで 

4499..33％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が49.3％、“女性の方が優遇されている”の割合が9.6％、

「平等である」の割合が 24.5％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「男性の方が非常に優遇されている」の割合が 8.9 ポイント高くなって

います。また、女性に比べ、男性で「平等である」の割合が 13.9 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 49.3% 45.3%  

平等である 24.5% 28.3%  

女性の方が優遇されている 9.6% 7.4%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

10.5  38.8  24.5  7.3 
2.3 

14.3  2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.0  35.3  28.3  6.3 

1.1 

14.9  4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

14.4 

5.5 

40.0 

37.9 

18.5 

32.4 

5.6 

9.7 

2.1 

2.8 

17.4 

10.3 

2.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

13
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（７） 社会通念・慣習・しきたりなどで 

7766..33％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が76.3％、“女性の方が優遇されている”の割合が2.6％、

「平等である」の割合が 11.1％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「男性の方が非常に優遇されている」の割合が 11.8 ポイント高くなっ

ています。また、女性に比べ、男性で「平等である」の割合が 11.0 ポイント高くなっていま

す。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 76.3% 76.3%  

平等である 11.1% 9.9%  

女性の方が優遇されている 2.6% 2.4%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

22.4  53.9  11.1 
2.3  0.3 

7.6  2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.8  55.5  9.9 
2.0  0.4 

7.3  4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.7 

15.9 

54.4 

54.5 

6.2 

17.2 

2.6 

2.1  0.7 

7.7 

7.6 

1.5 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

14
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（８） 社会全体のなかで（市民活動を含む）※2014(平成 26)年度調査では「社会全体のなかで」でした。 

5577..55％％のの人人がが““男男性性のの方方がが優優遇遇さされれてていいるる””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“男性の方が優遇されている”の割合が57.5％、“女性の方が優遇されている”の割合が5.8％、

「平等である」の割合が 21.9％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合が 11.6 ポイン

ト高くなっています。また、女性に比べ、男性で「平等である」の割合が 11.4 ポイント高く

なっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「平等である」の割合が 7.6 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

男性の方が優遇されている 57.5% 70.5%  

平等である 21.9% 14.3%  

女性の方が優遇されている 5.8% 4.5%  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

8.5  49.0  21.9 
5.5  0.3 

12.0  2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.1  58.4  14.3 
3.6  0.9 

6.9  3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.7 

8.3 

54.4 

42.8 

16.9 

28.3 

3.6 

8.3 

0.7 

14.4 

9.0 

2.1 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 

15
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20.1 

35.0 

17.2 

7.0 

15.5 

9.3 

47.2 

16.3 

20.1 

8.2 

3.8 

11.1 

37.6 

6.7 

3.5 

1.7 

21.1 

34.3 

13.2 

7.9 

14.2 

9.8 

42.0 

21.5 

18.1 

10.3 

2.4 

5.9 

32.7 

4.4 

2.6 

4.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

法律や制度のうえでの見直しを行い、女性差別につながるもの

を改める

女性に対する偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改める

女性を政策決定の場に積極的に登用する

各諸団体の女性のリーダーを養成する

職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底する

女性の社会進出を促進するための職業教育や職業訓練を充実

する

仕事と家庭生活などの両立支援制度を充実する

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る

学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等と相互の理

解や協力について学習を充実する

女性の健康増進と母性保護の充実を一層進める

男女共同参画についての相談窓口を充実する

男女の平等と相互の理解や協力についての広報・啓発を進める

男性の家事、子育て、介護、地域活動への参加を促す

わからない

その他

無回答

今回調査（Ｎ=343）

2014（平成26）年度調査（Ｎ=697）

問７ あなたは、男女共同参画社会を目指すためには、どのようなことが重要だと思いま

すか。あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は３つ以内） 

4477..22％％のの人人がが「「仕仕事事とと家家庭庭生生活活ななどどのの両両立立支支援援制制度度をを充充実実すするる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「仕事と家庭生活などの両立支援制度を充実する」の割合が 47.2％と最も高く、次いで「男

性の家事、子育て、介護、地域活動への参加を促す」の割合が 37.6％、「女性に対する偏見、

固定的な社会通念、慣習・しきたりを改める」の割合が 35.0％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「仕事と家庭生活などの両立支援制度を充実する」の割合 5.2 ポイント、「男女

の平等と相互の理解や協力についての広報・啓発を進める」の割合が 5.2 ポイント高くなって

います。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 

16
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【性 別】 

男性に比べ、女性で「仕事と家庭生活などの両立支援制度を充実する」の割合が 15.8 ポイン

ト、「男性の家事、子育て、介護、地域活動への参加を促す」の割合が 25.3 ポイント高くなって

います。また女性に比べ、男性で「法律や制度のうえでの見直しを行い、女性差別につながるも

のを改める」の割合が 10.3 ポイント、「女性を政策決定の場に積極的に登用する」の割合が 8.3

ポイント、「職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底する」の割合が 10.1 ポイント、

「男女の平等と相互の理解や協力についての広報・啓発を進める」の割合が 11.7％ポイント高く

なっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

法
律
や
制
度
の
う
え
で
の
見
直
し
を

行
い
、
女
性
差
別
に
つ
な
が
る
も
の
を

改
め
る 

女
性
に
対
す
る
偏
見
、
固
定
的
な
社
会

通
念
、
慣
習
・
し
き
た
り
を
改
め
る 

女
性
を
政
策
決
定
の
場
に
積
極
的
に

登
用
す
る 

各
諸
団
体
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る 

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
取
扱

い
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る 

女
性
の
社
会
進
出
を
促
進
す
る
た
め

の
職
業
教
育
や
職
業
訓
練
を
充
実
す

る 仕
事
と
家
庭
生
活
な
ど
の
両
立
支
援

制
度
を
充
実
す
る 

女
性
の
就
業
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る 

女性 195 15.9 35.4 13.8 6.2 11.3 10.3 54.4 18.5 

男性 145 26.2 35.2 22.1 8.3 21.4 8.3 38.6 13.8 

 

区分 

学
校
教
育
や
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

場
で
、
男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や

協
力
に
つ
い
て
学
習
を
充
実
す
る 

女
性
の
健
康
増
進
と
母
性
保
護
の
充

実
を
一
層
進
め
る 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
相
談
窓

口
を
充
実
す
る 

男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や
協
力

に
つ
い
て
の
広
報
・
啓
発
を
進
め
る 

男
性
の
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
を
促
す 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 20.5 10.3 3.6 6.2 48.7 6.2 3.6 1.0 

男性 20.0 5.5 4.1 17.9 23.4 6.9 3.4 1.4 
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問８ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方がありますが、あなた

はこの考えに同感しますか。（１つだけに○印） 

「同感する（賛成）」と「どちらかといえば賛成」をあわせた割合を“賛成”、「同感しない（反

対）」と「どちらかといえば反対」をあわせた割合を“反対”とします。 

 

5566..99％％のの人人がが““反反対対””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“賛成”の割合が 32.1％、“反対”の割合が 56.9％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえば反対」の割合が 10.6 ポイント高くなっています。

また、女性に比べ、男性で「どちらかといえば賛成」の割合が 16.7 ポイント高くなっていま

す。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

20 歳代女性と 70 歳以上男性を除くすべての性別・年代で、“反対”の割合が高く、特に女性

の 30 歳代、40 歳代、60 歳代で６割を超えています。また、他に比べ、男性の 70 歳以上で“賛

成”の割合が高く、６割を超えています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「同感しない（反対）」の割合が全体で 10.4 ポイント、女性で 9.2 ポイント、男

性で 11.8 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

同感する（賛成） どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

同感しない（反対） わからない 無回答

4.8 

37.2  18.6  30.3 
9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

4.4  27.7  24.5  32.4  10.5  0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

N= N= 

343 

195 145 

4.1 

20.5  29.2  33.8 
11.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
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【性別年齢別】 

 

 

<女性>             <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（性別）】 

 

 

同感する（賛成） どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

同感しない（反対） わからない 無回答

6.9 

32.5  24.8  24.6 
8.7 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

9.1 

42.9  21.3  18.5 
6.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

同感する（賛成） どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

同感しない（反対） わからない 無回答

同感する（賛成） どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

同感しない（反対） わからない 無回答

7.9  36.4  23.4  22.0  8.0  2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= N= 

N= 

N= N= 

697 

403 287 

6 11 

38 

23 

33 

37 

48 

41 

19 

41 

11 

20 

21 

9.1 

3.0 

2.7 

12.2 

36.4 

21.7 

15.2 

18.9 

16.7 

26.8 

18.2 

26.1 

30.3 

21.6 

33.3 

34.1 

9.1 

43.5 

36.4 

37.8 

39.6 

24.4 

18.2 

4.3 

15.2 

18.9 

10.4 

2.4 

9.1 

4.3 

0% 50% 100%

4.8 

2.6 

12.2 

33.3 

26.3 

20.0 

19.0 

44.7 

53.7 

16.7 

21.1 

25.0 

23.8 

18.4 

12.2 

33.3 

36.8 

40.0 

33.3 

31.6 

19.5 

16.7 

15.8 

15.0 

19.0 

2.6 

2.4 

0% 50% 100%

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 
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３ 家庭生活・子育てについて 

問９ あなたの家庭では、（１）～（８）のそれぞれについて、主に男性、女性のどちら

が行っていますか。あてはまる番号に○印をつけてください。（それぞれ１つずつに

○印） 

(１) 家事（炊事・洗濯・掃除など） 

7700..33％％のの人人がが「「主主にに女女性性」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「主に女性」の割合が 70.3％と最も高く、次いで「共同して分担」の割合が 22.4％となっ

ています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に女性」の割合が 20.4 ポイント高くなっています。また、女性に

比べ、男性で「共同して分担」の割合が 17.0 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

今回調査で、「共同して分担」の割合が 5.8 ポイント高くなっています。 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 70.3% 76.3%  

共同して分担 22.4% 16.6%  

主に男性 1.2% 1.9%  

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

70.3  22.4 
1.2  0.3  3.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

76.3  16.6 
1.9  0.7 1.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

79.0 

58.6 

15.4 

32.4 

0.5 

2.1 0.7 

3.6 

3.4 

1.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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(２) 子育て（子どもの世話、しつけ、教育など） 

4488..77％％のの人人がが「「主主にに女女性性」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「主に女性」の割合が 48.7％と最も高く、次いで「共同して分担」の割合が 29.2％、「該当

しない」の割合が 18.1％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に女性」の割合が 25.7 ポイント高くなっています。また、女性に

比べ、男性で「共同して分担」の割合が 20.9 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

  

  

  

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 48.7% 48.4%  

共同して分担 29.2% 29.7%  

主に男性 0% 0.9%  

 

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

48.7  29.2 
1.7 

18.1  2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.5 

33.8 

20.5 

41.4 

1.0 

2.1 

16.4 

20.7 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

48.4  29.7 
0.9  1.1 

14.8  5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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(３) 介護（介護が必要な親の世話、病人の介護など） 

3311..22％％のの人人がが「「主主にに女女性性」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「該当しない」の割合が36.4％と最も高くなっています。次いで「主に女性」の割合が31.2％、

「共同して分担」の割合が 25.1％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に女性」の割合が 15.1 ポイント高くなっています。また、女性に

比べ、男性で「共同して分担」の割合が 12.9 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

今回調査で、「共同して分担」の割合が 5.0 ポイント高くなっています。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 31.2% 32.9%  

共同して分担 25.1% 20.1%  

主に男性 0.6% 2.6%  

 

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

32.9  20.1 
2.6  2.2 

35.3  7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.2  25.1 
0.6  2.3 

36.4  4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.9 

22.8 

19.5 

32.4 

1.4 

2.1 

2.8 

36.4 

36.6 

4.1 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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 (４) 地域の行事への参加、自治会活動 

3399..11％％のの人人がが「「共共同同ししてて分分担担」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「共同して分担」の割合が 39.1％と最も高く、次いで「主に男性」の割合が 30.9％、「主に

女性」の割合が 20.7％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に女性」の割合が 18.4 ポイント高くなっています。また、女性に

比べ、男性で「主に男性」の割合が 17.8 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 20.7% 23.7%  

共同して分担 39.1% 37.7%  

主に男性 30.9% 27.7%  

  

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

20.7  39.1  30.9 
2.3  5.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.7 

10.3 

38.5 

39.3 

23.6 

41.4 

2.1 

2.1 

5.1 

4.8 

2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

23.7  37.7  27.7 
1.4  5.3 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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(５) ＰＴＡ活動 

5500..44％％のの人人がが「「主主にに女女性性」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「主に女性」の割合が 50.4％と最も高く、次いで「該当しない」の割合が 28.0％、「共同し

て分担」の割合が 12.8％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に女性」の割合が 23.9 ポイント高くなっています。また、女性に

比べ、男性で「共同して分担」の割合が 8.7 ポイント、「該当しない」の割合が 9.0 ポイント

高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 50.4% 49.2%  

共同して分担 12.8% 14.6%  

主に男性 2.3% 2.6%  

 

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

50.4  12.8 
2.3  1.5 

28.0  5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60.5 

36.6 

9.2 

17.9 

0.5 

4.8 

1.5 

1.4 

24.1 

33.1 

4.1 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

49.2  14.6 
2.6  1.1 

25.5  6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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(６) 生活費（年金を含む）の確保 

4444..00％％のの人人がが「「主主にに男男性性」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「主に男性」の割合が 44.0％と最も高く、次いで「共同して分担」の割合が 38.8％、「主に

女性」の割合が 11.1％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に女性」の割合が 5.0 ポイント高くなっています。また、女性に比

べ、男性で「主に男性」の割合が 8.5 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

今回調査で、「共同して分担」の割合が 10.8 ポイント高くなっています。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 11.1% 15.5%  

共同して分担 38.8% 28.0%  

主に男性 44.0% 49.6%  

 

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

11.1  38.8  44.0 
0.6  3.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.3 

8.3 

40.5 

36.6 

40.5 

49.0 

0.7 

3.1 

3.4 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

15.5  28.0  49.6 
1.1  1.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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(７) 会計の管理 

5599..22％％のの人人がが「「主主にに女女性性」」とと回回答答  

 

○○全全体体でではは  

「主に女性」の割合が 59.2％と最も高く、次いで「共同して分担」の割合が 20.4％、「主に

男性」の割合が 11.7％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「共同して分担」の割合が 5.4 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

  

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 59.2% 60.7%  

共同して分担 20.4% 17.5%  

主に男性 11.7% 13.2%  

 

 

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

59.2  20.4  11.7 

2.0  4.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 60.7  17.5  13.2 

1.3  3.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60.0 

58.6 

22.6 

17.2 

9.7 

14.5 

1.5 

2.8 

4.1 

4.1 

2.1 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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(８) 高価な商品や土地、家屋の購入決定 

4444..99％％のの人人がが「「共共同同ししてて分分担担」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「共同して分担」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「主に男性」の割合が 39.1％となっ

ています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「主に男性」の割合が 14.1 ポイント高くなっています。また、女性に

比べ、男性で「共同して分担」の割合が 14.1 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

主に女性 6.1% 5.9%  

共同して分担 44.9% 43.3%  

主に男性 39.1% 39.0%  

 

主に女性 共同して分担 主に男性 その他 該当しない 無回答

6.1  44.9  39.1 
2.3 

5.8  1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.2 

4.8 

39.0 

53.1 

45.1 

31.0 

2.1 

2.1 

5.1 

6.9 

1.5 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

5.9  43.3  39.0 
1.7 

6.0  4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

N= 

N= 

343 

195 

145 

697 
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31.5 

7.9 

45.5 

26.5 

26.5 

36.7 

10.5 

7.0 

6.4 

7.0 

42.9 

2.6 

2.3 

1.5 

39.5 

7.9 

47.5 

21.1 

31.1 

35.0 

13.6 

8.0 

9.3 

8.0 

－

2.0 

2.6 

5.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

こと

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーショ ンをよくはかること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考

え方を尊重すること

社会のなかで、男性による家事、子育て、介護、地域活動について

も、その評価を高めること

労働時間の短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間を多

く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高めるよう啓発や情

報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や子育て、介護等

の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間（ネットワーク）作

りをすすめること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、男性が相談しや

すい窓口を設けること

男性による家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理

解を進めること

その他

特に対策の必要はない

無回答

今回調査（Ｎ=343）

2014（平成26）年度調査（Ｎ=697）

問 10 あなたは、今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動などに積極

的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号

に○印をつけてください。（○印は３つ以内） 

4455..55％％のの人人がが「「夫夫婦婦やや家家族族間間ででののココミミュュニニケケーーシショョンンををよよくくははかかるるこことと」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」の割合が 45.5％と最も高く、次

いで「男性による家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」の

割合が 42.9％、「労働時間の短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間を多く持てる

ようにすること」の割合が 36.7％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」の割

合が 8.0 ポイント低くなっています。また、「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等につ

いての当事者の考え方を尊重すること」の割合が 5.4 ポイント高くなっています。 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 

※「－」は、2014（平成 26）年度調査にはなかった選択肢です。 
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【性 別】 

男性に比べ、女性で「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」

の割合が 9.7 ポイント、「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考え方

を尊重すること」の割合が 8.9 ポイント、「男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高め

るよう啓発や情報提供を行うこと」の割合が 7.1 ポイント、「男性による家事・育児などについ

て、職場における上司や周囲の理解を進めること」の割合が 10.0 ポイント高くなっています。 

また、女性に比べ、男性で「労働時間の短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間を多

く持てるようにすること」の割合が 6.3 ポイント、「国や地方自治体などの研修等により、男性

の家事や子育て、介護等の技能を高めること」の割合が 5.7 ポイント高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感

を
な
く
す
こ
と 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な

く
す
こ
と 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と 

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、
夫
婦

の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
の
当
事

者
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
こ
と 

社
会
の
な
か
で
、
男
性
に
よ
る
家

事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動

に
つ
い
て
も
、
そ
の
評
価
を
高
め

る
こ
と 

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制
度
を

普
及
す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の

時
間
を
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る

こ
と 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、

地
域
活
動
に
関
心
を
高
め
る
よ
う

啓
発
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と 

女性 195 35.9 8.7 43.6 30.3 26.7 34.4 13.3 

男性 145 26.2 6.9 48.3 21.4 26.2 40.7 6.2 

 

区分 

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
研
修
等

に
よ
り
、
男
性
の
家
事
や
子
育
て
、

介
護
等
の
技
能
を
高
め
る
こ
と 

男
性
が
子
育
て
や
介
護
、
地
域
活

動
を
行
う
た
め
の
、
仲
間
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
作
り
を
す
す
め
る
こ

と 家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
の
両
立

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
男
性
が

相
談
し
や
す
い
窓
口
を
設
け
る
こ

と 男
性
に
よ
る
家
事
・
育
児
な
ど
に

つ
い
て
、
職
場
に
お
け
る
上
司
や

周
囲
の
理
解
を
進
め
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
対
策
の
必
要
は
な
い 

無
回
答 

女性 4.6 6.7 6.7 47.2 2.6 1.5 1.0 

男性 10.3 5.5 7.6 37.2 2.8 2.8 2.1 

 

 

 

 

 

国では、亀岡市と同じく、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」の割合

が 59.1％と最も高く、次いで「男性による家事・育児などについて、職場における上司や周囲の

理解を進めること」の割合が 58.5％となっています。 

 

資 料：国は、男女共同参画社会に関する世論調査（2019（令和元）年 9月） 

男性が女性とともに家事・子育て等に積極的に
参加していくために必要なこと 

 
コ ラ ム 
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【性別年齢別】 

男性では年齢が高くなるにつれて「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」

の割合が高い傾向にあります。また、女性の 30 歳代から 50 歳代、男性の 30 歳代と 50 歳代でと

もに「男性による家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」の割

合が高くなっています。また、女性の 20 歳代、男性の 20 歳代から 40 歳代でともに「労働時間

の短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間を多く持てるようにすること」の割合が高

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
に
対
す
る
男
性

自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す

こ
と 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
に
対
す
る
女
性

の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く

は
か
る
こ
と 

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、

夫
婦
の
役
割
分
担
等
に
つ

い
て
の
当
事
者
の
考
え
方

を
尊
重
す
る
こ
と 

社
会
の
な
か
で
、
男
性
に
よ

る
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、

地
域
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ

の
評
価
を
高
め
る
こ
と 

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇

制
度
を
普
及
す
る
こ
と
で
、

仕
事
以
外
の
時
間
を
多
く

持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介

護
、
地
域
活
動
に
関
心
を
高

め
る
よ
う
啓
発
や
情
報
提

供
を
行
う
こ
と 

女性 20 歳代 11 18.2 － 27.3 27.3 9.1 90.9 － 

    30 歳代 23 21.7 4.3 43.5 34.8 30.4 39.1 13.0 

    40 歳代 33 45.5 3.0 36.4 21.2 27.3 45.5 9.1 

    50 歳代 37 24.3 8.1 43.2 37.8 24.3 27.0 8.1 

    60 歳代 48 47.9 16.7 43.8 25.0 27.1 25.0 14.6 

    70 歳以上 41 39.0 9.8 56.1 34.1 29.3 26.8 22.0 

男性 20 歳代 6 33.3 33.3 33.3 16.7 33.3 66.7 － 

    30 歳代 19 15.8 5.3 31.6 36.8 15.8 52.6 5.3 

    40 歳代 20 20.0 － 45.0 20.0 30.0 45.0 5.0 

    50 歳代 21 19.0 9.5 33.3 19.0 33.3 33.3 9.5 

    60 歳代 38 31.6 5.3 55.3 13.2 34.2 50.0 7.9 

    70 歳以上 41 31.7 7.3 61.0 24.4 17.1 24.4 4.9 
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単位：％（つづき） 

区分 

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の

研
修
等
に
よ
り
、
男
性
の
家

事
や
子
育
て
、
介
護
等
の
技

能
を
高
め
る
こ
と 

男
性
が
子
育
て
や
介
護
、
地

域
活
動
を
行
う
た
め
の
、
仲

間
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
作
り

を
す
す
め
る
こ
と 

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事

の
両
立
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
、
男
性
が
相
談
し
や
す

い
窓
口
を
設
け
る
こ
と 

男
性
に
よ
る
家
事
・
育
児
な

ど
に
つ
い
て
、
職
場
に
お
け

る
上
司
や
周
囲
の
理
解
を

進
め
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
対
策
の
必
要
は
な
い 

無
回
答 

女性 20 歳代 9.1 9.1 18.2 54.5 － － － 

    30 歳代 4.3 8.7 8.7 65.2 4.3 － － 

    40 歳代 － 3.0 － 48.5 9.1 － － 

    50 歳代 5.4 8.1 5.4 45.9 2.7 2.7 2.7 

    60 歳代 6.3 8.3 6.3 41.7 － 4.2 2.1 

    70 歳以上 4.9 4.9 9.8 43.9 － － － 

男性 20 歳代 － － 16.7 33.3 － － － 

    30 歳代 5.3 10.5 － 52.6 5.3 5.3 － 

    40 歳代 20.0 － 10.0 40.0 5.0 － 5.0 

    50 歳代 － 4.8 9.5 52.4 － 4.8 － 

    60 歳代 15.8 5.3 10.5 28.9 － － － 

    70 歳以上 9.8 7.3 4.9 29.3 4.9 4.9 4.9 
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4.6 8.3 22.5 32.1 31.7 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.5

0.8

16.3

23.7

21.4

48.3

12.2

16.9

50.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

3.4 4.7
22.2 29.6 29.3 10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４ 仕事について 

問 11－1 勤めている人（パート・アルバイトなどを含む）におたずねします。あなたの

職場の男女構成について、あてはまる番号に○印をつけてください。 

（１つだけに○印） 

3322..11％％のの人人がが「「女女性性がが多多いい職職場場」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「女性が多い職場」の割合が 32.1％と最も高く、次いで「男性が多い職場」の割合が 31.7％、

「女性と男性が同じくらいの職場」の割合が 22.5％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「女性が多い職場」の割合が 36.1 ポイント高くなっています。また、

女性に比べ、男性で「男性のみの職場」の割合が 15.5 ポイント、「男性が多い職場」の割合が

33.1 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

女性のみの職場 4.6% 3.4%  

男性のみの職場 8.3% 4.7%  

 

女性のみの職場 男性のみの職場

女性と男性が同じくらいの職場 女性が多い職場

男性が多い職場 無回答

N= 

218 

N= 

118 

98 

N= 

379 
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6.2 10.7 14.7 60.9 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.3 9.6 14.9 63.8 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.9

8.5

6.7

13.4

18.1

11.0

65.7

61.0

6.7

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

問 11－2  問 11－１で「女性と男性が同じくらいの職場」、「女性が多い職場」、「男性が多

い職場」のいずれかに○印をつけた人におたずねします。（「女性のみの職場」、「男性のみ

の職場」のどちらかに○印をつけた人は、問 12 に進んでください。）あなたの職場では、

次のようなことがありますか。（１）～（11）の項目について、あてはまる番号に○印をつ

けてください。（○印は１つずつ） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた割合を“思う”、「そう思わない」と

「どちらかといえばそう思わない」をあわせた割合を“思わない”とします。 

（１） 採用条件が女性に不利 

7788..77％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 14.9％、“思わない”の割合が 78.7％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 7.1 ポイント高くなってい

ます。また、女性に比べ、男性で「どちらかといえばそう思う」の割合が 6.7 ポイント高くな

っています 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

  

 

【全 体】 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 14.9% 16.9%  

思わない 78.7% 75.6%  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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10.7 21.8 12.4 47.6 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.4 24.5 13.3 49.5 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.6

7.3

23.8

24.4

14.3

12.2

48.6

51.2

5.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（２） 女性は男性より賃金が低い、昇進が遅い 

6622..88％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 31.9％、“思わない”の割合が 62.8％となっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 31.9% 32.5%  

思わない 62.8% 60.0%  

 

 

 

 

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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9.4 20.2 13.4 49.2 7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.4 21.8 17.6 48.9 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.8

8.5

16.2

28.0

21.9

12.2

51.4

46.3

5.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（３） 能力評価が男女平等ではない 

6666..55％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 28.2％、“思わない”の割合が 66.5％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 9.7 ポイント、「そう思わ

ない」の割合が 5.1 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「どちらかといえ

ばそう思う」の割合が 11.8 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 28.2% 29.6%  

思わない 66.5% 62.6%  

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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13.4 24.4 12.7 41.4 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.6 26.6 16.5 40.4 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.6

14.6

24.8

28.0

20.0

12.2

41.0

40.2

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（４） 女性は管理職に登用されにくい  

5566..99％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 37.2％、“思わない”の割合が 56.9％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 7.8 ポイント高くなってい

ます。また、女性に比べ、男性で「そう思う」の割合が 7.0 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 37.2% 37.8%  

思わない 56.9% 54.1%  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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11.7 20.5 10.7 47.9 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.6 22.3 16.0 45.2 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.8

18.3

18.1

28.0

21.0

8.5

49.5

40.2

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（５） 配置転換に性別による差がある 

6611..22％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 32.9％、“思わない”の割合が 61.2％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 12.5 ポイント、「そう思わ

ない」の割合が 9.3 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「そう思う」の割

合が 13.5 ポイント、「どちらかといえばそう思う」の割合が 9.9 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 5.3 ポイント高くなっています。 

  

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 32.9% 32.2%  

思わない 61.2% 58.6%  

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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18.2 21.8 15.0 35.5 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.5 27.1 15.4 35.1 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.5

25.6

27.6

25.6

19.0

11.0

37.1

32.9

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（６） 能力のある女性でも、男性より就きにくい職種がある 

5500..55％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 43.6％、“思わない”の割合が 50.5％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 8.0 ポイント高くなってい

ます。また、女性に比べ、男性で「そう思う」の割合が 16.1 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「どちらかといえばそう思う」の割合が 5.3 ポイント高くなっています。 

  

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 43.6% 40.0%  

思わない 50.5% 50.5%  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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11.4 27.4 12.7 38.8 9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.4 26.1 13.8 39.9 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.3

14.6

22.9

29.3

15.2

12.2

41.0

39.0

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（７） 補助的な仕事や雑用が女性に偏っている 

5533..77％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 40.5％、“思わない”の割合が 53.7％となっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「どちらかといえばそう思う」の割合が 6.4 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 40.5% 38.8%  

思わない 53.7% 51.5%  

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

 

 

 

 

 

 

 

39



40 

23.1 21.2 13.7 33.9 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.7 22.3 20.2 31.4 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.2

25.6

21.9

23.2

23.8

14.6

31.4

31.7

7.6

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（８） 結婚や出産に際して、女性が働き続けることが難しい 

5511..66％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 42.0％、“思わない”の割合が 51.6％となっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「そう思う」の割合が 10.4 ポイント高くなっています。また、男性に

比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 9.2 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 6.5 ポイント高くなっています。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 42.0% 44.3%  

思わない 51.6% 47.6%  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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39.4 27.1 9.0 18.6 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.2

45.1

27.6

25.6

10.5

7.3

20.0

17.1

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

43.3 22.8

5.5

19.9 8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（９） 男性の方が育児休業や介護休暇がとりにくい 

6666..55％％のの人人がが““思思うう””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 66.5％、“思わない”の割合が 27.6％となっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「そう思う」の割合が 9.9 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

  

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 66.5% 66.1%  

思わない 27.6% 25.4%  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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31.6 17.9 11.4 30.6 8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.0 17.0 14.9 37.2 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.1

34.1

12.4

22.0

21.9

6.1

41.0

32.9

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（10） 男性の方が残業が多い 

5522..11％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 42.0％、“思わない”の割合が 52.1％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 15.8 ポイント、「そう思わ

ない」の割合が 8.1 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「そう思う」の割

合が 16.0 ポイント、「どちらかといえばそう思う」の割合が 9.6 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「そう思わない」の割合が 6.6 ポイント高くなっています。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 42.0% 49.5%  

思わない 52.1% 42.0%  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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10.1 16.9 13.4 49.8 9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.9 14.9 20.7 52.7 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.6

2.4

12.4

17.1

25.7

14.6

46.7

61.0

6.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（11） 人員削減する場合、男性より女性の方が解雇されやすい 

7733..44％％のの人人がが““思思わわなないい””とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

“思う”の割合が 20.8％、“思わない”の割合が 73.4％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「そう思う」の割合が 6.2 ポイント、「どちらかといえばそう思わない」

の割合が 11.1 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「そう思わない」の割

合が 14.3 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「どちらかといえばそう思わない」の割合が 7.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

思う 20.8% 27.0%  

思わない 73.4% 63.2%  

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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40.2

25.1

6.1

21.0

20.4

11.4

25.7

12.0

6.4

16.9

10.5

13.1

0.3

2.9

15.2

32.3

27.7

8.6

15.5

15.2

14.5

23.8

10.5

2.7

13.8

6.2

13.1

2.7

1.6

27.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

育児・介護休業などの休業中に所得保障があること

保育サービスなどの子育て支援策を充実すること

地域で自主的な子育てや介護支援ができるようなネットワークを

つくること

在宅勤務やフレックスタイム制など柔軟な働き方ができること

長時間労働を容認する職場の雰囲気を是正すること

介護負担を軽減するための介護サービスを充実すること

一度、職を離れても、子育て後には職場復帰しやすくすること

再就職、再チャレンジに関する施策が充実すること

セクシュアル・ハラスメントなど職場の中の性的な嫌がらせをなく

すこと

家族の積極的な支援や協力があること

男女の待遇を均等にすること

パート・アルバイトなどの待遇を改善すること

その他

わからない

無回答

今回調査（N=343）

2014（平成26）年度調査

（N=697）

問 12 あなたは、男女がともに働きやすい環境をつくるためには、どのようなことが必

要だと思いますか。あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は３つ以内） 

4400..22％％のの人人がが「「育育児児・・介介護護休休業業ななどどのの休休業業中中にに所所得得保保障障ががああるるこことと」」とと回回答答  

○○全全体体でではは  

「育児・介護休業などの休業中に所得保障があること」の割合が 40.2％と最も高く、次いで

「一度、職を離れても、子育て後には職場復帰しやすくすること」の割合が 25.7％、「保育サ

ービスなどの子育て支援策を充実すること」の割合が 25.1％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「育児・介護休業などの休業中に所得保障があること」の割合が 7.9 ポイント、

「在宅勤務やフレックスタイム制など柔軟な働き方ができること」の割合が 5.5 ポイント、「長

時間労働を容認する職場の雰囲気を是正すること」の割合が 5.2 ポイント高くなっています。 

【全 体】 
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【性 別】 

性別でみると、女性に比べ、男性で「保育サービスなどの子育て支援策を充実すること」の割

合が 8.8 ポイント、「男女の待遇を均等にすること」の割合が 5.6 ポイント高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

育
児
・
介
護
休
業
な
ど
の
休
業
中

に
所
得
保
障
が
あ
る
こ
と 

保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
子
育
て
支

援
策
を
充
実
す
る
こ
と 

地
域
で
自
主
的
な
子
育
て
や
介
護

支
援
が
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
る
こ
と 

在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る

こ
と 

長
時
間
労
働
を
容
認
す
る
職
場
の

雰
囲
気
を
是
正
す
る
こ
と 

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と 

一
度
、
職
を
離
れ
て
も
、
子
育
て

後
に
は
職
場
復
帰
し
や
す
く
す
る

こ
と 

女性 195 40.0 21.5 4.6 21.5 19.5 10.3 25.1 

男性 145 40.0 30.3 8.3 20.7 22.1 12.4 26.9 

 

区分 

再
就
職
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
関
す

る
施
策
が
充
実
す
る
こ
と 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
職
場
の
中
の
性
的
な
嫌
が
ら

せ
を
な
く
す
こ
と 

家
族
の
積
極
的
な
支
援
や
協
力
が

あ
る
こ
と 

男
女
の
待
遇
を
均
等
に
す
る
こ
と 

パ
ー
ト･

 

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
待

遇
を
改
善
す
る
こ
と 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

女性 10.8 6.7 19.0 8.2 14.4 0.5 4.1 15.9 

男性 13.1 6.2 14.5 13.8 11.0 0.0 0.7 14.5 
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【結婚の有無別】 

結婚の有無別でみると、結婚している、結婚していないで「長時間労働を容認する職場の雰囲

気を是正すること」の割合が高くなっています。また、他に比べ、結婚しているで「男女の待遇

を均等にすること」の割合が低くなっています。 

 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

育
児
・
介
護
休
業
な
ど
の
休

業
中
に
所
得
保
障
が
あ
る
こ

と 保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
子
育

て
支
援
策
を
充
実
す
る
こ
と 

地
域
で
自
主
的
な
子
育
て
や

介
護
支
援
が
で
き
る
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ

と 在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
な
ど
柔
軟
な
働
き
方

が
で
き
る
こ
と 

長
時
間
労
働
を
容
認
す
る
職

場
の
雰
囲
気
を
是
正
す
る
こ

と 介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
こ
と 

一
度
、
職
を
離
れ
て
も
、
子

育
て
後
に
は
職
場
復
帰
し
や

す
く
す
る
こ
と 

結婚している 267 37.8 25.8 7.5 20.2 21.0 12.7 25.1 

結婚していないがパート
ナーと暮らしている 

0 － － － － － － － 

離別した 10 40.0 10.0 － 30.0 － 10.0 30.0 

死別した 20 35.0 25.0 － 10.0 10.0 10.0 25.0 

結婚していない 44 36.4 25.0 2.3 29.5 27.3 2.3 29.5 

 

区分 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
職
場
の
中
の
性
的

な
嫌
が
ら
せ
を
な
く
す
こ
と 

家
族
の
積
極
的
な
支
援
や
協

力
が
あ
る
こ
と 

男
女
の
待
遇
を
均
等
に
す
る

こ
と 

パ
ー
ト･

 

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

の
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

結婚している 6.0 16.9 8.6 13.5 0.4 2.2 16.5 

結婚していないがパート
ナーと暮らしている 

－ － － － － － － 

離別した 10.0 20.0 20.0 10.0 － 10.0 － 

死別した － 30.0 15.0 5.0 － 10.0 20.0 

結婚していない 11.4 11.4 18.2 13.6 － 2.3 9.1 
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0.3 1.2

90.7

1.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.5 2.1

88.7

93.8

1.5

1.4

7.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

0.3 1.1

87.9

1.1

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５ 配偶者・恋人等からの暴力について 

問 13 あなたはこれまでに、あなたの配偶者（事実婚や別居中を含む）や恋人から、次

のようなことをされたことがありますか。（１）～（12）の項目について、あてはま

る番号に○印をつけてください。（○印は１つずつ） 

（１） 命の危険を感じるくらいの暴行を受けた 

9900..77％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 90.7％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 5.1 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 0.3% 0.3%  

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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2.0
91.5

0.9
5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.7

87.2
0.9

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1

0.7

89.7

94.5

1.5

5.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（２） 医師の治療が必要となるような暴行を受けた 

9911..55％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 91.5％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 0.0％ 0.0%  

 

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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49 

1.5 3.5
87.2

1.7
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6 4.6

2.1

83.6

92.4

2.6

0.7

6.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

1.9 3.2
83.9

1.3
9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（３） 医師の治療が必要ではない程度の暴行を受けた 

8877..22％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 87.2％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 8.8 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 1.5% 1.9%  

 

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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50 

1.2 3.8

84.5

3.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.1

6.2

0.7

79.5

91.7

5.6

1.4

6.7

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

1.9 5.5
79.8

2.6

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（４） いやがっているのに、性的な行為を強要された 

8844..55％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 84.5％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「一、二度あった」の割合が 5.5 ポイント高くなっています。また、女

性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 12.2 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 1.2% 1.9%  

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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51 

4.7 9.0 77.8
2.9

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.7

0.7

11.8

5.5

71.8

86.2

3.1

2.8

5.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

2.6
9.9 76.5

1.9
9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（５） 目の前で家具や物を壊したり、投げつけたりして威嚇された 

7777..88％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 77.8％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「何度もあった」の割合が 7.0 ポイント、「一、二度あった」の割合が

6.3 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 14.4

ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

  

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 4.7% 2.6%  

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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52 

2.3 2.3
84.5

2.9
7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.9 3.2
81.8

3.3
10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.1

2.6

2.1

82.6

87.6

3.6

2.1

7.2

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（６） 避妊に協力しなかった 

8844..55％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 84.5％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 5.0 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 2.3% 0.9%  

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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53 

4.9 8.6 71.9
4.7

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.1

2.8

8.7

5.5

77.9

82.1

2.6

4.8

5.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

4.1 7.3 79.6

3.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（７） 何を言っても、無視され続けた 

7799..66％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 79.6％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「まったくない」の割合が 7.7 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 4.1% 4.9%  

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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54 

1.5 3.8
86.3

2.3
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.1 3.0
82.9

3.3
9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6 5.1

1.4

83.1

91.7

2.6

2.1

6.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（８） 交友関係や電話、郵便物を細かく監視された 

8866..33％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 86.3％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 8.6 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 1.5% 1.1%  

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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55 

3.8 5.0

82.2
2.9

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.2

0.7

7.2

2.1

76.9

89.7

3.6

2.1

6.2

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

2.9

8.0 77.2

2.6

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（９） 「誰のおかげで生活できるのか」や「役立たず」など、人格を否定することを言われた 

8822..22％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 82.2％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「そう思う」の割合が 5.5 ポイント、「一、二度あった」の割合が 5.1

ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 12.8 ポイ

ント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「まったくない」の割合が 5.0 ポイント高くなっています。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 3.8% 2.9%  

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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56 

11.3

4.1

19.5

11.7

56.4

75.2

6.2

4.1

6.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

8.2 16.0 64.1
5.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.2 16.2 62.3
3.7

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（10） 大声でどなられた 

6644..55％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「何度もあった」と「一、二度あった」という「あった」割合が 24.2％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「何度もあった」の割合が 7.2 ポイント、「一、二度あった」の割合が

7.8 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 18.8

ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。  

  

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 8.2% 8.2%  

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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57 

2.3 1.5
87.8

2.0
6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.9 1.6
85.8

1.4
9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.6

0.7

2.6

83.1

94.5

3.6

7.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（11） 生活費を渡さないなど、経済的に押さえつけられた 

8877..88％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 87.8％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 11.4 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな差はありません。 

 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 2.3% 1.9%  

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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58 

2.9 5.2
83.4

2.9
5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.9 4.3
80.5

2.2
10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1

2.8

6.2

4.1

80.5

87.6

4.6

0.7

5.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（12） 子どもの前で暴力を振るう、子どもに自分の悪口を言うなどされた 

8833..44％％のの人人がが「「ままっったたくくなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったくない」の割合が 83.4％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「まったくない」の割合が 7.1 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな差はありません。 

  

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

【比較ポイント】 

 
今回調査 

2014（平成 26） 

年度調査 

前回調査との 

数値比較 

何度もあった 2.9% 2.9%  

 

何度もあった 一、二度あった

まったくない もしかしたらそうかもしれない

無回答
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59 

0.7

0.0

0.0

1.5

0.7

0.7

2.9

0.0

2.2

13.1

13.9

2.2

54.7

16.8

1.4

0.4

1.4

0.7

0.7

0.7

2.9

0.7

0.4

16.8

20.7

1.4

51.4

13.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

警察に連絡・相談した

人権擁護委員・法務局などに相談した

女性相談所、女性相談員に相談した

市役所の相談窓口に相談した

その他の公共機関に相談した

民間の相談機関やカウンセラーに相談した

医師・カウンセラーに相談した

弁護士に相談した

学校の先生、スクールカウンセラーに相談した

家族や親族に相談した

友人や知人に相談した

その他

どこにも相談しなかった

無回答

今回調査（N=137）

2014（平成26）年度調査

（N=280）

問 14 問 13 で「何度もあった」、「一、二度あった」、「もしかしたらそうかもしれない」

に○をつけた人におたずねします。（「まったくない」に○をつけた人は、問 15 に進

んでください。）あなたは、その行為について、誰かにうちあけたり相談したりしま

したか。あてはまる番号に○印をつけてください。 

5544..77％％のの人人がが「「どどここににもも相相談談ししななかかっったた」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「どこにも相談しなかった」の割合が 54.7％と最も高く、次いで「友人や知人に相談した」

の割合が 13.9％、「家族や親族に相談した」の割合が 13.1％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

【全 体】 
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60 

【性 別】 

性別でみると、男性に比べ、女性で「家族や親族に相談した」の割合が 11.8 ポイント高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

警
察
に
連
絡
・
相
談
し
た 

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
な
ど
に

相
談
し
た 

女
性
相
談
所
、
女
性
相
談
員
に
相

談
し
た 

市
役
所
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た 

そ
の
他
の
公
共
機
関
に
相
談
し
た 

民
間
の
相
談
機
関
や
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
相
談
し
た 

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し

た 弁
護
士
に
相
談
し
た 

学
校
の
先
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
相
談
し
た 

家
族
や
親
族
に
相
談
し
た 

友
人
や
知
人
に
相
談
し
た 

そ
の
他 

ど
こ
に
も
相
談
し
な
か
っ
た 

無
回
答 

女性 96 1.0 － － 2.1 1.0 1.0 3.1 － 2.1 16.7 14.6 3.1 53.1 14.6 

男性 41 － － － － － － 2.4 － 2.4 4.9 12.2 － 56.1 22.0 

 

60



61 

27.7 

8.7 

17.5 

31.5 

12.8 

22.7 

14.6 

19.8 

19.0 

25.4 

23.0 

3.2 

2.9 

1.7 

7.9 

21.7 

6.5 

14.5 

26.3 

13.2 

25.8 

12.1 

16.9 

16.4 

28.7 

19.2 

3.0 

3.2 

2.7 

13.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

学校での人権教育に基づいた男女平等や性に関する学習を充

実する

大学、企業、地域等での暴力防止のための人権研修を充実する

被害者に対する情報提供や相談窓口体制を充実する

被害者が避難できる場所の整備など保護体制を充実する

被害者の自立を支援する体制を充実する

警察がもっと積極的に対応する

加害者に対するカウンセリングや教育などを進める

暴力の早期発見・対応のため、関係機関の連携を充実する

被害者自身が配偶者や恋人等からの行為を暴力として認識し、

行動する

被害者が早期に相談できるよう身近な相談窓口を増やす

加害者への罰則を強化する

地域で暴力防止のための研修会、イベントを行う

その他

特に対策の必要はない

無回答

今回調査（Ｎ=343）

2014（平成26）年度調査

（Ｎ=697）

問 15 あなたは、配偶者や恋人等からの暴力をなくすためには、どのようなことが必要

だと思いますか。あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は３つ以内） 

3311..55％％のの人人がが「「被被害害者者がが避避難難ででききるる場場所所のの整整備備ななどど保保護護体体制制をを充充実実すするる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「被害者が避難できる場所の整備など保護体制を充実する」の割合が 31.5％と最も高く、次

いで「学校での人権教育に基づいた男女平等や性に関する学習を充実する」の割合が 27.7％、

「被害者が早期に相談できるよう身近な相談窓口を増やす」の割合が 25.4％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

今回調査で「学校での人権教育に基づいた男女平等や性に関する学習を充実する」で 6.0 ポ

イント、「被害者が避難できる場所の整備など保護体制を充実する」の割合が 5.2 ポイント高

くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 
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【性 別】 

男性に比べ、女性で「被害者自身が配偶者や恋人等からの行為を暴力として認識し、行動する」

の割合が 13.6 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「学校での人権教育に基

づいた男女平等や性に関する学習を充実する」の割合が 6.4 ポイント、「被害者に対する情報提

供や相談窓口体制を充実する」の割合が 5.8 ポイント、「加害者への罰則を強化する」の割合が

7.6 ポイント高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

学
校
で
の
人
権
教
育
に
基
づ
い
た
男

女
平
等
や
性
に
関
す
る
学
習
を
充
実

す
る 

大
学
、
企
業
、
地
域
等
で
の
暴
力
防

止
の
た
め
の
人
権
研
修
を
充
実
す
る 

被
害
者
に
対
す
る
情
報
提
供
や
相
談

窓
口
体
制
を
充
実
す
る 

被
害
者
が
避
難
で
き
る
場
所
の
整
備

な
ど
保
護
体
制
を
充
実
す
る 

被
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
体
制
を

充
実
す
る 

警
察
が
も
っ
と
積
極
的
に
対
応
す
る 

加
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
教
育
な
ど
を
進
め
る 

女性 195 24.6 9.2 14.9 32.3 13.8 22.1 14.4 

男性 145 31.0 8.3 20.7 30.3 11.7 23.4 15.2 

 

区分 

暴
力
の
早
期
発
見
・
対
応
の
た
め
、
関

係
機
関
の
連
携
を
充
実
す
る 

被
害
者
自
身
が
配
偶
者
や
恋
人
等
か

ら
の
行
為
を
暴
力
と
し
て
認
識
し
、
行

動
す
る 

被
害
者
が
早
期
に
相
談
で
き
る
よ
う

身
近
な
相
談
窓
口
を
増
や
す 

加
害
者
へ
の
罰
則
を
強
化
す
る 

地
域
で
暴
力
防
止
の
た
め
の
研
修
会
、

イ
ベ
ン
ト
を
行
う 

そ
の
他 

特
に
対
策
の
必
要
は
な
い 

無
回
答 

女性 19.0 24.6 24.1 20.0 2.1 3.1 2.1 8.2 

男性 21.4 11.0 27.6 27.6 4.8 2.8 0.7 7.6 
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【性別年齢別】 

女性では 40 歳代で「被害者自身が配偶者や恋人等からの行為を暴力として認識し、行動する」

の割合が高くなっています。また、男性では 20 歳代、50 歳代で「加害者への罰則を強化する」

の割合が高くなっています。一方、女性では 70 歳以上で割合が低くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

学
校
で
の
人
権
教
育

に
基
づ
い
た
男
女
平

等
や
性
に
関
す
る
学

習
を
充
実
す
る 

大
学
、
企
業
、
地
域
等

で
の
暴
力
防
止
の
た

め
の
人
権
研
修
を
充

実
す
る 

被
害
者
に
対
す
る
情

報
提
供
や
相
談
窓
口

体
制
を
充
実
す
る 

被
害
者
が
避
難
で
き

る
場
所
の
整
備
な
ど

保
護
体
制
を
充
実
す

る 被
害
者
の
自
立
を
支

援
す
る
体
制
を
充
実

す
る 

警
察
が
も
っ
と
積
極

的
に
対
応
す
る 

加
害
者
に
対
す
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
教

育
な
ど
を
進
め
る 

女性 20 歳代 11 － 9.1 27.3 72.7 9.1 18.2 － 

    30 歳代 23 13.0 － 17.4 21.7 8.7 34.8 30.4 

    40 歳代 33 33.3 6.1 3.0 33.3 18.2 24.2 12.1 

    50 歳代 37 24.3 2.7 21.6 29.7 16.2 13.5 13.5 

    60 歳代 48 25.0 12.5 16.7 27.1 12.5 29.2 10.4 

    70 歳以上 41 31.7 19.5 12.2 36.6 14.6 14.6 17.1 

男性 20 歳代 6 50.0 － 33.3 16.7 － 33.3 16.7 

    30 歳代 19 10.5 5.3 10.5 63.2 10.5 21.1 15.8 

    40 歳代 20 25.0 5.0 10.0 30.0 － 30.0 20.0 

    50 歳代 21 19.0 － 33.3 38.1 14.3 28.6 19.0 

    60 歳代 38 34.2 15.8 26.3 28.9 18.4 26.3 15.8 

    70 歳以上 41 43.9 9.8 17.1 14.6 12.2 14.6 9.8 

 

区分 

暴
力
の
早
期
発
見
・
対

応
の
た
め
、
関
係
機
関

の
連
携
を
充
実
す
る 

被
害
者
自
身
が
配
偶

者
や
恋
人
等
か
ら
の

行
為
を
暴
力
と
し
て

認
識
し
、
行
動
す
る 

被
害
者
が
早
期
に
相

談
で
き
る
よ
う
身
近

な
相
談
窓
口
を
増
や

す 加
害
者
へ
の
罰
則
を

強
化
す
る 

地
域
で
暴
力
防
止
の

た
め
の
研
修
会
、
イ
ベ

ン
ト
を
行
う 

そ
の
他 

特
に
対
策
の
必
要
は

な
い 

無
回
答 

女性 20 歳代 9.1 － 9.1 27.3 9.1 － 9.1 18.2 

    30 歳代 21.7 26.1 39.1 21.7 － 4.3 － 8.7 

    40 歳代 12.1 39.4 18.2 21.2 3.0 3.0 3.0 6.1 

    50 歳代 13.5 27.0 27.0 27.0 － 5.4 － 5.4 

    60 歳代 27.1 27.1 22.9 20.8 2.1 2.1 － 8.3 

    70 歳以上 22.0 14.6 24.4 9.8 2.4 － 4.9 7.3 

男性 20 歳代 33.3 － － 50.0 － － － － 

    30 歳代 10.5 31.6 10.5 47.4 5.3 － － 5.3 

    40 歳代 20.0 15.0 35.0 30.0 5.0 － － 5.0 

    50 歳代 9.5 4.8 23.8 38.1 9.5 － － 9.5 

    60 歳代 23.7 10.5 31.6 18.4 2.6 5.3 － 2.6 

    70 歳以上 29.3 4.9 34.1 17.1 4.9 4.9 2.4 14.6 
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20.0 

25.5

37.9 

30.3

36.4 

42.1

5.6 

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

６ 社会活動への参加について 

問 16 あなたは、次のような活動に参加していますか。（１）～（９）の項目について、

あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は１つずつ） 

（１）趣味・学習・スポーツ活動 

3388..88％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が38.8％と最も高く、次いで「時々参加する」の割合が34.7％、

「よく参加する」の割合が 22.4％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「時々参加する」の割合が 7.6 ポイント高くなっています。また、女性

に比べ、男性で「よく参加する」の割合が 5.5 ポイント、「まったく参加しない」の割合が 5.7

ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

343 

N= 

195 

145 

20.8  34.0  38.0  7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

697 

N= 

22.4 34.7 38.8 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）自治会などの役員活動 

5511..66％％のの人人がが「「時時々々参参加加すするる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「時々参加する」の割合が51.6％と最も高く、次いで「まったく参加しない」の割合が28.6％、

「よく参加する」の割合が 15.2％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「時々参加する」の割合が 5.0 ポイント高くなっています。また、女性

に比べ、男性で「よく参加する」の割合が 9.4 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

343 

N= 

195 

145 

11.2  48.4  33.7  6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

697 

15.2 51.6 28.6 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.3

20.7

53.3

48.3

29.2

28.3

6.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 
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（３）ＰＴＡ、子ども会などの地域活動 

4444..33％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 44.3％と最も高く、次いで「時々参加する」の割合が 37.0％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「よく参加する」の割合が 5.1 ポイント高くなっています。また、女性

に比べ、男性で「まったく参加しない」の割合が 12.7 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

9.0  37.0  44.3  9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.3  33.9  46.1  10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 

11.3 

6.2

37.4 

35.9

39.0 

51.7

12.3 

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 
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（４）消費生活活動や住民運動（共同購入やリサイクルなど） 

5577..44％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「時々参加する」の割合が 28.0％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「よく参加する」の割合が 8.9 ポイント高くなっています。また、女性

に比べ、男性で「まったく参加しない」の割合が 14.9 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

8.5  28.0  57.4  6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.2  25.8  57.2  9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 

12.3 

3.4

28.7 

26.2

51.3 

66.2

7.7 

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 
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（５）福祉・ボランティア活動 

5599..22％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 59.2％と最も高く、次いで「時々参加する」の割合が 29.7％

となっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「時々参加する」の割合が 5.4 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

5.9  25.8  59.8  8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 

7.0  29.7  59.2  4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%N= 

6.7 

6.9

27.7 

33.1

60.5 

57.2

5.1 

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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（６）政治活動や労働組合活動 

7766..11％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 76.1％と最も高くなっています。次いで「時々参加する」

の割合が 14.6％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「まったく参加しない」の割合が 6.6 ポイント高くなっています。また、

女性に比べ、男性で「時々参加する」の割合が 8.5 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

N= 

2.9 
14.6  76.1  6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.7 
11.0  78.8  9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 

1.5 

4.8

10.8 

19.3

79.0 

72.4

8.7 

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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（７）宗教活動 

8833..77％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 83.7％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

3.5 

6.4  83.7  6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1 

4.1

6.2 

6.9

82.6 

84.8

8.2 

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 

3.0 

7.3  80.3  9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８）審議会委員などの公的な委員活動 

8877..55％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 87.5％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「まったく参加しない」の割合が 7.4 ポイント高くなっています。また、

女性に比べ、男性で「時々参加する」の割合が 9.3 ポイント高くなっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

 

 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

0.9  5.2 

87.5  6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.1

1.0 

10.3

90.8 

83.4

8.2 

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 

1.1  3.3 

86.2  9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（９）ＮＰＯの活動 

8866..66％％のの人人がが「「ままっったたくく参参加加ししなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「まったく参加しない」の割合が 86.6％と最も高くなっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。  

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

  

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2014（平成 26）年度調査（全体）】 

 

 

よく参加する 時々参加する まったく参加しない 無回答

2.3  4.7 
86.6  6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.0 

3.4

3.1 

6.9

87.7 

85.5

8.2 

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

1.9  5.3 

83.5  9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

697 
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73 

47.2

14.3

14.6

3.5

23.9

20.7

16.3

9.9

30.3

16.3

6.7

3.5

3.2

42.6

15.6

12.6

3.2

20.1

19.7

14.1

6.6

26.5

19.5

8.2

2.2

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

仕事や家事が忙しい

病気などで体調が悪い

小さな子どもや介護が必要な人がいる

家族の理解が得られない

参加したいが活動の情報が少ない

参加したい活動がない

一緒に参加する仲間がいない

活動する場所や施設が少ない

時間帯が合わない

経済的な余裕がない

特にない

その他

無回答

今回調査（N=343）

2014（平成26）年度調査（N=697）

問 17 あなたが、社会的な活動に参加しようと思うとき、支障となることはどのような

ことですか。あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は３つ以内） 

4477..22％％のの人人がが「「仕仕事事やや家家事事がが忙忙ししいい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「仕事や家事が忙しい」の割合が 47.2％と最も高く、次いで「時間帯が合わない」の割合が

30.3％、「参加したいが活動の情報が少ない」の割合が 23.9％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較 

大きな変化はありません。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 
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74 

 

【性 別】 

男性に比べ、女性で「小さな子どもや介護が必要な人がいる」の割合が 13.6 ポイント高くなっ

ています。また、女性に比べ、男性で「仕事や家事が忙しい」の割合が 7.6 ポイント、「経済的

な余裕がない」の割合が 11.0 ポイント高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

仕
事
や
家
事
が
忙
し
い 

病
気
な
ど
で
体
調
が
悪
い 

小
さ
な
子
ど
も
や
介
護
が
必

要
な
人
が
い
る 

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い 

参
加
し
た
い
が
活
動
の
情
報

が
少
な
い 

参
加
し
た
い
活
動
が
な
い 

一
緒
に
参
加
す
る
仲
間
が
い

な
い 

活
動
す
る
場
所
や
施
設
が
少

な
い 

時
間
帯
が
合
わ
な
い 

経
済
的
な
余
裕
が
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

女性 195 44.1 13.8 20.5 3.1 24.6 21.0 16.4 9.2 28.2 11.8 4.6 6.2 5.1 

男性 145 51.7 15.2 6.9 4.1 22.8 20.0 15.9 11.0 33.1 22.8 2.1 6.9 0.7 

 

【性別年齢別】 

女性では 20 歳代、男性では 20 歳代、50 歳代で「時間帯が合わない」の割合が高くなっていま

す。また、女性の 30 歳代で「小さな子どもや介護が必要な人がいる」の割合が高くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

仕
事
や
家
事
が
忙
し
い 

病
気
な
ど
で
体
調
が
悪
い 

小
さ
な
子
ど
も
や
介
護
が
必

要
な
人
が
い
る 

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い 

参
加
し
た
い
が
活
動
の
情
報

が
少
な
い 

参
加
し
た
い
活
動
が
な
い 

一
緒
に
参
加
す
る
仲
間
が
い

な
い 

活
動
す
る
場
所
や
施
設
が
少

な
い 

時
間
帯
が
合
わ
な
い 

経
済
的
な
余
裕
が
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

女性 20 歳代 11 54.5 － 9.1 9.1 9.1 36.4 36.4 － 45.5 9.1 － 9.1 － 

    30 歳代 23 56.5 － 52.2 － 30.4 30.4 21.7 － 21.7 17.4 － － 4.3 

    40 歳代 33 69.7 9.1 30.3 － 18.2 24.2 18.2 9.1 36.4 12.1 6.1 3.0 － 

    50 歳代 37 48.6 10.8 13.5 5.4 35.1 24.3 21.6 5.4 32.4 16.2 2.7 2.7 － 

    60 歳代 48 35.4 18.8 16.7 4.2 25.0 14.6 8.3 8.3 25.0 10.4 4.2 6.3 8.3 

    70 歳以上 41 22.0 26.8 9.8 2.4 22.0 14.6 12.2 22.0 22.0 7.3 7.3 14.6 9.8 

男性 20 歳代 6 66.7 － － 16.7 － 50.0 16.7 16.7 50.0 33.3 － － － 

    30 歳代 19 47.4 5.3 15.8 10.5 10.5 26.3 26.3 5.3 36.8 15.8 － 10.5 － 

    40 歳代 20 85.0 5.0 10.0 10.0 10.0 25.0 5.0 － 35.0 35.0 5.0 5.0 － 

    50 歳代 21 81.0 4.8 － － 14.3 23.8 9.5 9.5 42.9 19.0 － 4.8 － 

    60 歳代 38 50.0 10.5 13.2 2.6 26.3 15.8 26.3 13.2 26.3 31.6 － 7.9 2.6 

    70 歳以上 41 22.0 36.6 － － 39.0 12.2 9.8 17.1 29.3 12.2 4.9 7.3 － 
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75 

55.7

38.2

16.0

12.5

14.6

30.6

11.7

6.1

1.5

3.5

43.8 

37.9 

12.3 

9.6 

13.3 

27.0 

8.3 

5.5 

2.0 

11.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

災害についての的確な情報

が得られるか

家族との連絡がとれなくな

るのではないか

病人・高齢者・障がい者を連

れて安全に避難できるか

子どもや乳幼児を連れて安

全に避難できるか

近所の人たちと助け合って

避難できるか

避難場所が安全か

ペットと一緒に避難できるか

自分自身が病気などで体調

が悪いので、避難できるか

その他

無回答

今回調査（N=343）

2014（平成26）年度調査

（N=697）

７ 災害について 

問 18 大災害が発生し避難が必要になった時、あなたはどのようなことが心配ですか。

あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は２つまで） 

5555..77％％のの人人がが「「災災害害ににつついいててのの的的確確なな情情報報がが得得らられれるるかか」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「災害についての的確な情報が得られるか」の割合が 55.7％と最も高く、次いで「家族との

連絡がとれなくなるのではないか」の割合が 38.2％、「避難場所が安全か」の割合が 30.6％と

なっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

今回調査で「災害についての的確な情報が得られるか」の割合が 11.9 ポイント高くなって

います。 

  

  

【全 体】 
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【性 別】 

女性に比べ、男性で「病人・高齢者・障がい者を連れて安全に避難できるか」の割合が 6.0 ポ

イント、「避難場所が安全か」の割合が 8.0 ポイント高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

災
害
に
つ
い
て
の
的
確
な
情
報
が

得
ら
れ
る
か 

家
族
と
の
連
絡
が
と
れ
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か 

病
人
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
連
れ

て
安
全
に
避
難
で
き
る
か 

子
ど
も
や
乳
幼
児
を
連
れ
て
安
全

に
避
難
で
き
る
か 

近
所
の
人
た
ち
と
助
け
合
っ
て
避

難
で
き
る
か 

避
難
場
所
が
安
全
か 

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
で
き
る
か 

自
分
自
身
が
病
気
な
ど
で
体
調
が

悪
い
の
で
、
避
難
で
き
る
か 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 195 57.9 37.9 13.3 14.4 13.3 27.2 11.8 7.7 2.1 3.1 

男性 145 53.1 39.3 19.3 10.3 15.9 35.2 11.7 4.1 0.7 4.1 

 

【性別年齢別】 

他に比べ、女性の 30 歳代で「子どもや乳幼児を連れて安全に避難できるか」の割合が高く、

５割を超えています。また、男性の 20 歳代で「ペットと一緒に避難できるか」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

災
害
に
つ
い
て
の
的
確
な
情

報
が
得
ら
れ
る
か 

家
族
と
の
連
絡
が
と
れ
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か 

病
人
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
を

連
れ
て
安
全
に
避
難
で
き
る

か 子
ど
も
や
乳
幼
児
を
連
れ
て

安
全
に
避
難
で
き
る
か 

近
所
の
人
た
ち
と
助
け
合
っ

て
避
難
で
き
る
か 

避
難
場
所
が
安
全
か 

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
で
き

る
か 

自
分
自
身
が
病
気
な
ど
で
体

調
が
悪
い
の
で
、
避
難
で
き
る

か そ
の
他 

無
回
答 

女性 20 歳代 11 54.5 36.4 18.2 9.1 9.1 18.2 18.2 9.1 － － 

    30 歳代 23 47.8 34.8 4.3 52.2 4.3 30.4 8.7 － 4.3 8.7 

    40 歳代 33 54.5 57.6 9.1 33.3 6.1 18.2 18.2 3.0 － － 

    50 歳代 37 45.9 56.8 18.9 5.4 2.7 29.7 16.2 8.1 2.7 2.7 

    60 歳代 48 68.8 33.3 10.4 4.2 16.7 31.3 12.5 10.4 4.2 － 

    70 歳以上 41 65.9 12.2 17.1 － 31.7 29.3 2.4 12.2 － 7.3 

男性 20 歳代 6 50.0 16.7 － － 16.7 50.0 50.0 － － － 

    30 歳代 19 36.8 57.9 15.8 36.8 5.3 31.6 5.3 － － － 

    40 歳代 20 50.0 50.0 20.0 20.0 10.0 35.0 15.0 5.0 － － 

    50 歳代 21 47.6 61.9 23.8 4.8 9.5 42.9 4.8 － － 4.8 

    60 歳代 38 63.2 28.9 23.7 5.3 15.8 39.5 13.2 2.6 2.6 5.3 

    70 歳以上 41 56.1 26.8 17.1 2.4 26.8 26.8 9.8 9.8 － 7.3 
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77 

75.2

30.6

52.8

41.1

12.5

25.4

10.2

0.6

4.4

72.7

25.1

53.1

46.6

12.6

19.9

11.9

1.1

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

避難所の設備（男女別トイレ・更衣室、防犯対策）

避難所運営の責任者に女性が配置され、被災者対応に女性の

視点が入ること

乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性（女性用品）に対する備

えやニーズの把握、支給する際の配慮

災害時の救急医療体制（診察・治療体制、妊産婦）

被災者に対する相談体制

対策本部に女性が配置され、対策に女性の視点が入ること

防災計画・振興計画策定過程、防災会議に女性が参画すること

その他

無回答

今回調査(N=343)

2014（平成26）年度調査(N=697)

問 19 防災・災害復興対策で男女の性別に配慮して取り組む必要があると思うことは何

ですか。あてはまる番号に○印をつけてください。（○印は３つまで） 

7755..22％％のの人人がが「「避避難難所所のの設設備備（（男男女女別別トトイイレレ・・更更衣衣室室、、防防犯犯対対策策））」」とと回回答答  

○○全全体体でではは  

「避難所の設備（男女別トイレ・更衣室、防犯対策）」の割合が 75.2％と最も高く、次いで

「乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性（女性用品）に対する備えやニーズの把握、支給す

る際の配慮」の割合が 52.8％、「災害時の救急医療体制（診察・治療体制、妊産婦）」の割合が

41.1％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

今回調査で「避難所運営の責任者に女性が配置され、被災者対応に女性の視点が入ること」

の割合が 5.5 ポイント、「対策本部に女性が配置され、対策に女性の視点が入ること」の割合

が 5.5 ポイント高くなっており、「災害時の救急医療体制（診察・治療体制・妊産婦）」の割合

が 5.5 ポイント低くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性 別】 

男性に比べ、女性で「乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性（女性用品）に対する備えやニ

ーズの把握、支給する際の配慮」の割合が 6.9 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、

男性で「被災者に対する相談体制」の割合が 5.6 ポイント高くなっています。 
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単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

避
難
所
の
設
備
（
男
女
別
ト
イ
レ
・
更

衣
室
、
防
犯
対
策
） 

避
難
所
運
営
の
責
任
者
に
女
性
が
配
置

さ
れ
、
被
災
者
対
応
に
女
性
の
視
点
が

入
る
こ
と 

乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
病
人
、

女
性
（
女
性
用
品
）
に
対
す
る
備
え
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
支
給
す
る
際
の
配
慮 

災
害
時
の
救
急
医
療
体
制
（
診
察
・
治

療
体
制
、
妊
産
婦
） 

被
災
者
に
対
す
る
相
談
体
制 

対
策
本
部
に
女
性
が
配
置
さ
れ
、
対
策

に
女
性
の
視
点
が
入
る
こ
と 

防
災
計
画
・
振
興
計
画
策
定
過
程
、
防

災
会
議
に
女
性
が
参
画
す
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 195 74.4 30.8 55.9 39.0 10.3 27.2 9.7 0.5 3.6 

男性 145 76.6 31.0 49.0 43.4 15.9 22.8 11.0 0.7 4.8 

 

【性別年齢別】 

他に比べ、男性の 30 歳代で「乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性（女性用品）に対する

備えやニーズの把握、支給する際の配慮」の割合が高く、７割を超えており、女性の 30 歳代で

も約７割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

避
難
所
の
設
備
（
男
女
別
ト
イ
レ
・
更
衣

室
、
防
犯
対
策
） 

避
難
所
運
営
の
責
任
者
に
女
性
が
配
置

さ
れ
、
被
災
者
対
応
に
女
性
の
視
点
が
入

る
こ
と 

乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
病
人
、

女
性
（
女
性
用
品
）
に
対
す
る
備
え
や
ニ

ー
ズ
の
把
握
、
支
給
す
る
際
の
配
慮 

災
害
時
の
救
急
医
療
体
制
（
診
察
・
治
療

体
制
、
妊
産
婦
） 

被
災
者
に
対
す
る
相
談
体
制 

対
策
本
部
に
女
性
が
配
置
さ
れ
、
対
策
に

女
性
の
視
点
が
入
る
こ
と 

防
災
計
画
・
振
興
計
画
策
定
過
程
、
防
災

会
議
に
女
性
が
参
画
す
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 20 歳代 11 81.8 18.2 63.6 45.5 27.3 9.1 9.1 － － 

    30 歳代 23 69.6 34.8 69.6 39.1 8.7 17.4 13.0 － 8.7 

    40 歳代 33 81.8 39.4 60.6 21.2 9.1 33.3 6.1 － － 

    50 歳代 37 67.6 27.0 54.1 37.8 10.8 32.4 5.4 2.7 2.7 

    60 歳代 48 81.3 27.1 56.3 45.8 10.4 25.0 14.6 － 2.1 

    70 歳以上 41 68.3 34.1 43.9 41.5 7.3 29.3 9.8 － 7.3 

男性 20 歳代 6 100 33.3 66.7 50.0 0.0 0.0 16.7 － － 

    30 歳代 19 63.2 15.8 78.9 26.3 31.6 15.8 0.0 － － 

    40 歳代 20 75.0 45.0 55.0 30.0 10.0 25.0 5.0 5.0 5.0 

    50 歳代 21 85.7 23.8 38.1 33.3 9.5 33.3 28.6 － 4.8 

    60 歳代 38 76.3 34.2 57.9 52.6 13.2 23.7 13.2 － 5.3 

    70 歳以上 41 75.6 31.7 26.8 53.7 19.5 22.0 7.3 － 7.3 
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8.5 55.4 32.4 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.7

9.7

53.8

57.2

34.9

29.0

3.6

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

８ 男女共同参画に関する施策について 

問 20 あなたは、男女共同参画に関する事項について、どの程度ご存じですか。（１）～

（13）それぞれについて、あてはまる番号に１つずつ○印をつけてください。 

（１） 男女共同参画社会 

5555..44％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 55.4％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 32.4％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「知らない」の割合が 5.9 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 70 歳以上、男性の 20 歳代、50 歳代、70 歳以上で「内容まで知っている」の割合が

高くなっています。一方、女性の 20 歳代、男性の 30 歳代で「知らない」の割合が高く、４割

を超えています。 

 

 

【全 体】 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

79



80 

8.7

6.1

8.1

4.2

14.6

54.5

56.5

54.5

59.5

52.1

51.2

45.5

26.1

39.4

29.7

39.6

29.3

8.7

2.7

4.2

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7

5.3

5.0

14.3

7.9

12.2

66.7

52.6

65.0

52.4

52.6

61.0

16.7

42.1

30.0

28.6

34.2

19.5

4.8

5.3

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別年齢別】 

<女性>         <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

80



81 

33.5 51.0 11.7 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.3

34.5

49.7

52.4

13.8

8.3

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

39.1

42.4

56.8

18.8

29.3

72.7

34.8

51.5

37.8

62.5

46.3

27.3

17.4

6.1

2.7

16.7

19.5

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7

36.8

60.0

33.3

28.9

29.3

66.7

57.9

25.0

52.4

60.5

53.7

16.7

5.3

15.0

9.5

5.3

7.3

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（２） 男女雇用機会均等法 

5511..00％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 51.0％と最も高く、次いで「内容まで知っている」の割

合が 33.5％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「知らない」の割合が 5.5 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 30 歳代、40 歳代、50 歳代と男性の 40 歳代で「内容まで知っている」の割合が高く

なっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

81



82 

6.4 43.4 45.8 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.6

7.6

43.6

42.8

47.2

44.1

3.6

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

9.1

8.7

3.0

2.7

4.2

9.8

36.4

43.5

45.5

51.4

39.6

43.9

54.5

39.1

51.5

43.2

54.2

39.0

8.7

2.7

2.1

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7

15.8

19.0

2.6

4.9

50.0

36.8

65.0

28.6

39.5

43.9

33.3

47.4

35.0

47.6

50.0

41.5

4.8

7.9

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（３） 女子差別撤廃条約 

4455..88％％のの人人がが「「知知ららなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「知らない」の割合が 45.8％と最も高く、次いで「見聞きしたことはある」の割合が 43.4％

となっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

男性の 20 歳代、30 歳代、50 歳代で「内容まで知っている」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

82



83 

18.4 39.9 37.9 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9

20.7

42.6

36.6

37.4

37.9

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

36.4

26.1

21.2

32.4

4.2

4.9

36.4

39.1

45.5

29.7

47.9

48.8

27.3

26.1

33.3

35.1

45.8

41.5

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7

21.1

50.0

33.3

15.8

4.9

33.3

52.6

20.0

28.6

42.1

36.6

50.0

26.3

30.0

33.3

36.8

48.8

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（４） ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

3399..99％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 39.9％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 37.9％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「見聞きしたことはある」の割合が 6.0 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 20 歳代、50 歳代と男性の 40 歳代、50 歳代で「内容まで知っている」の割合が高く

なっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

83



84 

27.4 61.2 7.0 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.6

30.3

63.1

58.6

7.7

5.5

3.6

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

36.4

26.1

33.3

37.8

12.5

22.0

54.5

60.9

63.6

56.8

75.0

56.1

9.1

4.3

3.0

2.7

8.3

17.1

8.7

2.7

4.2

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.1

55.0

42.9

28.9

22.0

83.3

73.7

35.0

52.4

55.3

65.9

16.7

5.3

10.0

7.9

2.4

4.8

7.9

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（５） ストーカー規制法 

6611..22％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 61.2％と最も高く、次いで「内容まで知っている」の割

合が 27.4％となっています。 

○○性性別別でではは  

大きな差はありません。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

男性の 40 歳代、50 歳代で「内容まで知っている」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

84



85 

24.8 61.8 9.6 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.1

29.0

65.6

57.2

9.2

9.0

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

18.2

26.1

33.3

32.4

12.5

14.6

72.7

60.9

60.6

54.1

79.2

63.4

9.1

4.3

6.1

10.8

6.3

17.1

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3

45.0

42.9

26.3

22.0

66.7

57.9

45.0

47.6

60.5

63.4

33.3

15.8

10.0

4.8

7.9

4.9

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（６） 配偶者暴力防止法（DV 防止法） 

6611..88％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 61.8％と最も高く、次いで「内容まで知っている」の割

合が 24.8％となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「見聞きしたことはある」の割合が 8.4 ポイント高くなっています。ま

た、女性に比べ、男性で「内容まで知っている」の割合が 6.9 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

男女とも、40 歳代、50 歳代で「内容まで知っている」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

85



86 

2.6

24.2 69.1 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1

2.1

21.0

29.0

72.3

64.1

3.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

4.3

10.8

2.1

27.3

17.4

15.2

13.5

25.0

29.3

72.7

69.6

84.8

73.0

68.8

65.9

8.7

2.7

4.2

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.0

9.5

33.3

21.1

40.0

23.8

36.8

22.0

66.7

78.9

55.0

61.9

57.9

68.3

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（７） ポジティブ・アクション（積極的改善） 

6699..11％％のの人人がが「「知知ららなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「知らない」の割合が 69.1％と最も高く、次いで「見聞きしたことはある」の割合が 24.2％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「知らない」の割合が 8.2 ポイント高くなっています。また、女性に比

べ、男性で「見聞きしたことはある」の割合が 8.0 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

男性の 20 歳代、40 歳代、60 歳代で「見聞きしたことはある」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

86



87 

22.4 44.6 28.9 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.1

20.7

46.7

42.8

25.1

32.4

4.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

27.3

65.2

27.3

27.0

12.5

9.8

54.5

13.0

51.5

59.5

54.2

39.0

18.2

13.0

21.2

10.8

29.2

43.9

8.7

2.7

4.2

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7

26.3

30.0

23.8

28.9

4.9

50.0

63.2

45.0

52.4

42.1

26.8

33.3

10.5

25.0

19.0

23.7

61.0

4.8

5.3

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（８） ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別） 

4444..66％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 44.6％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 28.9％

となっています。 

○○性性別別でではは  

女性に比べ、男性で「知らない」の割合が 7.3 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 30 歳代で「内容まで知っている」の割合が高くなっています。また、男女とも、70

歳以上で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

87



88 

2.9

33.5 59.8 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.1

1.4

39.0

25.5

53.8

68.3

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

4.8

2.6

15.8

30.0

19.0

28.9

31.7

100.0

84.2

70.0

71.4

63.2

58.5

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.1

4.3

2.7

2.1

9.8

9.1

30.4

36.4

45.9

37.5

51.2

81.8

56.5

63.6

48.6

58.3

34.1

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（９） 亀岡市男女共同参画条例 

5599..88％％のの人人がが「「知知ららなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「知らない」の割合が 59.8％と最も高く、次いで「見聞きしたことはある」の割合が 33.5％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「見聞きしたことはある」の割合が 13.5 ポイント高くなっています。

また、女性に比べ、男性で「知らない」の割合が 14.5 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 50 歳代、70 歳以上で「見聞きしたことはある」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

88



89 

2.0

21.0 73.2 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.6

1.4

26.2

13.8

68.2

80.0

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

9.1

4.3

7.3

9.1

13.0

24.2

32.4

25.0

36.6

81.8

73.9

75.8

64.9

72.9

51.2

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.8

2.6

15.8

10.0

9.5

18.4

14.6

100.0

84.2

90.0

81.0

73.7

75.6

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１０） 亀岡市男女共同参画計画ゆう・あいステッププラン 

7733..22％％のの人人がが「「知知ららなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「知らない」の割合が 73.2％と最も高く、次いで「見聞きしたことはある」の割合が 21.0％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「見聞きしたことはある」の割合が 12.4 ポイント高くなっています。

また、女性に比べ、男性で「知らない」の割合が 11.8 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 50 歳代、70 歳以上で「見聞きしたことはある」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 

89



90 

2.0

15.2 79.0 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.0

3.4

17.9

11.7

77.9

80.0

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

4.3

2.7

9.1

21.7

12.1

13.5

25.0

19.5

90.9

65.2

87.9

81.1

72.9

75.6

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.5

9.5

2.6

5.3

15.0

9.5

18.4

9.8

100.0

84.2

85.0

76.2

73.7

80.5

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１１） ジェンダーギャップ指数（多様な視点から男女間格差を測った指数） 

7799..00％％のの人人がが「「知知ららなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「知らない」の割合が 79.0％と最も高く、次いで「見聞きしたことはある」の割合が 15.2％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「見聞きしたことはある」の割合が 6.2 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

男性の 40 歳代、60 歳代で「見聞きしたことはある」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 
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3.2

30.3 62.7 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.1

2.1

32.8

27.6

60.0

65.5

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

9.1

8.7

2.7

2.1

7.3

36.4

34.8

36.4

29.7

31.3

29.3

54.5

47.8

63.6

64.9

64.6

58.5

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.3

9.5

16.7

21.1

25.0

23.8

42.1

22.0

83.3

73.7

75.0

61.9

52.6

68.3

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１２） 女性活躍推進法 

6622..77％％のの人人がが「「知知ららなないい」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「知らない」の割合が 62.7％と最も高く、次いで「見聞きしたことはある」の割合が 30.3％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「見聞きしたことはある」の割合が 5.2 ポイント高くなっています。ま

た、女性に比べ、男性で「知らない」の割合が 5.5 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

男性の 20 歳代、30 歳代、40 歳代で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 
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16.6 42.0 37.6 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7

21.1

25.0

19.0

5.3

33.3

47.4

50.0

42.9

63.2

31.7

50.0

31.6

25.0

33.3

26.3

58.5

4.8

5.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.3

56.5

21.2

24.3

10.4

9.8

45.5

17.4

45.5

45.9

41.7

36.6

27.3

17.4

33.3

27.0

45.8

48.8

8.7

2.7

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.0

11.0

39.0

46.2

36.9

37.9

3.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

（１３） LGBTQ など性的少数者 

4422..00％％のの人人がが「「見見聞聞ききししたたここととははああるる」」とと回回答答  

  

○○全全体体でではは  

「見聞きしたことはある」の割合が 42.0％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 37.6％

となっています。 

○○性性別別でではは  

男性に比べ、女性で「内容まで知っている」の割合が 10.0 ポイント高くなっています。ま

た、女性に比べ、男性で「見聞きしたことはある」の割合が 7.2 ポイント高くなっています。 

○○性性別別年年齢齢別別でではは  

女性の 30 歳代で「内容まで知っている」の割合が高くなっています。一方、男性の 20 歳代、

70 歳以上で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

【性 別】 

 

 

 

 

 

【性別年齢別】 

<女性>                    <男性> 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

N= 

343 

N= 

195 

145 

N= 

11 

23 

33 

37 

48 

41 

N= 

6 

19 

20 

21 

38 

41 

20 歳代 

 

30 歳代 

 

40 歳代 

 

50 歳代 

 

60 歳代 

 

70 歳以上 
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23.9

13.7

13.7

13.7

14.6

10.2

39.9

11.1

8.2

1.2

8.5

6.4

6.4

5.0

11.7

3.8

13.1

4.4

23.1

10.5

9.9

9.3

13.8

9.3

36.9

10.8

10.3

1.7

12.2

6.3

6.9

6.5

8.6

2.9

14.3

6.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

制度や慣行の見直し、実態調査、啓発、情報提供の実施

政策決定の場への女性参画の促進

男女共同参画に向けた生涯学習の推進

学校等での男女共同参画の推進

就労の場での男女共同参画の促進

女性の職業能力の開発に向けた支援

男女が子育てや介護を共に担える環境づくり

地域活動等での男女共同参画の促進

家庭における男女共同参画の推進

男女共同参画の視点からの国際交流への貢献

女性自らの意識と能力を高めるための支援

女性に対する暴力の根絶のための支援

市民のメディア・リテラシー（情報を読み解く力）の育成

生涯にわたる女性の健康保持と促進

男女共同参画推進のための条例や計画、推進体制の確立

その他

特にない

無回答

今回調査（N=343）

2014（平成26）年度調査（N=697）

９ 男女共同参画の推進について 

問 21 亀岡市は男女共同参画推進のためにこれまで様々な取組をしてきましたが、あな

たは、取組が不十分な分野は何だと思いますか。あてはまる番号に○印をつけてくだ

さい。（○印は３つ以内） 

3399..99％％のの人人がが「「男男女女がが子子育育ててやや介介護護をを共共にに担担ええるる環環境境づづくくりり」」とと回回答答  

○○全全体体でではは  

「男女が子育てや介護を共に担える環境づくり」の割合が 39.9％と最も高く、次いで「制度

や慣行の見直し、実態調査、啓発、情報提供の実施」の割合が 23.9％、「就労の場での男女共

同参画の促進」の割合が 14.6％となっています。 

○○22001144（（平平成成 2266））年年度度調調査査ととのの比比較較  

大きな変化はありません。 

 

【全 体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 
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【性 別】 

男性に比べ、女性で「男女が子育てや介護を共に担える環境づくり」の割合が 7.2 ポイント、

「女性自らの意識と能力を高めるための支援」の割合が 6.5 ポイント、「女性に対する暴力の根

絶のための支援」の割合が 5.3 ポイント高くなっています。また、女性に比べ、男性で「男女共

同参画推進のための条例や計画、推進体制の確立」の割合が 9.5 ポイント、「制度や慣行の見直

し、実態調査、啓発、情報提供の実施」の割合が 7.8 ポイント、「地域活動等での男女共同参画

の促進」の割合が 6.3 ポイント高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

制
度
や
慣
行
の
見
直
し
、
実
態

調
査
、
啓
発
、
情
報
提
供
の
実

施 政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
画

の
促
進 

男
女
共
同
参
画
に
向
け
た
生
涯

学
習
の
推
進 

学
校
等
で
の
男
女
共
同
参
画
の

推
進 

就
労
の
場
で
の
男
女
共
同
参
画

の
促
進 

女
性
の
職
業
能
力
の
開
発
に
向

け
た
支
援 

男
女
が
子
育
て
や
介
護
を
共
に

担
え
る
環
境
づ
く
り 

地
域
活
動
等
で
の
男
女
共
同
参

画
の
促
進 

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進 

女性 195 20.5 13.3 12.3 13.3 13.3 11.8 43.1 8.2 8.7 

男性 145 28.3 14.5 15.9 13.8 16.6 8.3 35.9 14.5 7.6 

 

区分 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

の
国
際
交
流
へ
の
貢
献 

女
性
自
ら
の
意
識
と
能
力
を

高
め
る
た
め
の
支
援 

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

の
た
め
の
支
援 

市
民
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

ー
（
情
報
を
読
み
解
く
力
）
の

育
成 

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
健
康

保
持
と
促
進 

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め

の
条
例
や
計
画
、
推
進
体
制
の

確
立 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

女性 1.0 11.3 8.7 6.2 6.2 7.7 4.6 12.8 5.1 

男性 1.4 4.8 3.4 6.2 3.4 17.2 2.8 13.1 3.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

国では、「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」の割合が 58.0％と最も

高く、次いで「保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」の割

合が 57.8％となっています。 

 

資 料：国は、男女共同参画社会に関する世論調査（2019（令和元）年 9月） 

 

男女共同参画推進のために 
取組が不十分な分野について 

 コ ラ ム 
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【性別年齢別】 

男女ともに「男女が子育てや介護を共に担える環境づくり」の割合が高くなっています。また、

男女ともに 70 歳以上で「男女共同参画に向けた生涯学習の推進」の割合が高くなっています。

また、男性の 20 歳代で「制度や慣行の見直し、実態調査、啓発、情報提供の実施」の割合が高

く、５割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

制
度
や
慣
行
の
見
直
し
、

実
態
調
査
、
啓
発
、
情
報

提
供
の
実
施 

政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性

参
画
の
促
進 

男
女
共
同
参
画
に
向
け
た

生
涯
学
習
の
推
進 

学
校
等
で
の
男
女
共
同
参

画
の
推
進 

就
労
の
場
で
の
男
女
共
同

参
画
の
促
進 

女
性
の
職
業
能
力
の
開
発

に
向
け
た
支
援 

男
女
が
子
育
て
や
介
護
を

共
に
担
え
る
環
境
づ
く
り 

地
域
活
動
等
で
の
男
女
共

同
参
画
の
促
進 

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進 

女性 20 歳代 11 18.2 18.2 9.1 9.1 9.1 9.1 36.4 － 18.2 

    30 歳代 23 21.7 8.7 － 13.0 8.7 4.3 30.4 8.7 4.3 

    40 歳代 33 21.2 9.1 3.0 15.2 12.1 15.2 60.6 6.1 12.1 

    50 歳代 37 16.2 8.1 13.5 18.9 13.5 8.1 40.5 13.5 8.1 

    60 歳代 48 20.8 20.8 8.3 10.4 20.8 16.7 50.0 － 6.3 

    70 歳以上 41 24.4 14.6 29.3 9.8 9.8 12.2 31.7 17.1 7.3 

男性 20 歳代 6 50.0 33.3 16.7 33.3 16.7 － 16.7 － － 

    30 歳代 19 21.1 － 5.3 5.3 15.8 10.5 47.4 15.8 10.5 

    40 歳代 20 15.0 20.0 5.0 10.0 20.0 15.0 45.0 15.0 5.0 

    50 歳代 21 33.3 14.3 4.8 9.5 19.0 4.8 38.1 4.8 9.5 

    60 歳代 38 31.6 21.1 18.4 15.8 15.8 7.9 42.1 15.8 7.9 

    70 歳以上 41 29.3 9.8 29.3 17.1 14.6 7.3 22.0 19.5 7.3 

 

区分 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
国
際
交
流
へ
の
貢
献 

女
性
自
ら
の
意
識
と
能
力

を
高
め
る
た
め
の
支
援 

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根

絶
の
た
め
の
支
援 

市
民
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
（
情
報
を
読
み
解

く
力
）
の
育
成 

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
健

康
保
持
と
促
進 

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た

め
の
条
例
や
計
画
、
推
進

体
制
の
確
立 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

女性 20 歳代 － 9.1 9.1 9.1 － － 9.1 27.3 － 

    30 歳代 － － 4.3 － 4.3 － 21.7 21.7 8.7 

    40 歳代 － 9.1 6.1 － 6.1 6.1 3.0 15.2 3.0 

    50 歳代 2.7 5.4 18.9 16.2 5.4 10.8 2.7 13.5 － 

    60 歳代 2.1 18.8 4.2 8.3 4.2 10.4 － 8.3 8.3 

    70 歳以上 － 17.1 9.8 2.4 12.2 9.8 2.4 7.3 7.3 

男性 20 歳代 － － － － － 33.3 － 33.3 － 

    30 歳代 － 10.5 － 5.3 － － 15.8 15.8 － 

    40 歳代 － 5.0 － 10.0 5.0 20.0 － 5.0 10.0 

    50 歳代 4.8 4.8 － 4.8 － 9.5 － 28.6 － 

    60 歳代 － 2.6 10.5 2.6 2.6 21.1 － 7.9 － 

    70 歳以上 2.4 4.9 2.4 9.8 7.3 22.0 2.4 9.8 7.3 
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Ⅲ 自由意見 

１ 男女平等に関する意識について 

1 

男女平等の概念が女性の社会進出という考え方、つまり男性と対等になるために仕

事をするという考え方自体が、仕事をしている男性が偉いという男性の考えた言い

訳を認めたことになるのではないでしょうか。女性が仕事しやすくなるのはもちろ

んですが、男性が家庭に入ることも当たり前にならないといけない。 

                              （30歳代 女性） 

2 
今のままで充分です。                     

（50 歳代 女性） 

3 

亀岡市の男女共同参画社会づくりのためにではないですが、男性だから～、女性だ

から～、そもそもどちらの性別であるべきとか、普通は～とか、～すべきとか・・・

そういうものが少なくなると良いなぁと思っています。 

                              （30歳代 女性） 

4 
男女の体質差はあるので全てを平等には無理があると思う。それに対し優劣なく、

個々を認める事が出来る社会になって欲しい。         （50 歳代 女性） 

5 

男か女か、ではなく“個人”が尊重される街になると皆が住みやすくなるのでは、

と考えます。女性より男性の方が力が強いだろう。若者より年配者の方が知識・経

験が勝るだろう。引っ越しして間もない人より長く住んでいる人のほうが、街に愛

着があるだろう。男女関係なく“言った者勝ち”が横行しています。 

（30 歳代 女性） 

6 

令和時代になっても女性差別がいっこうになくならない（亀岡市も特に田舎）のは、

社会において男性自身が自分のこととしてとらえられていない現状があると思いま

す。例えば、家々で代々男尊女卑の「考え方」がうけつがれているため、意識に続

いてしまう、、、その現状を私も含め父親となっているものは、考えなおさないとい

けないと考えています。                   （40 歳代 男性） 

7 

「男」「女」の前にまず「ヒト」という視点で物事を考えるべきと思います。相手の

気持ちになって考え行動する。一方で女性だけが優遇されている事もある事実を、

全ての人が理解しなければならないと思います。        （30 歳代 男性） 

8 

現在私は 68 歳ですが、3 人の子供達の夫婦間を見ていますと男女平等に感じます。

女性が強くなりました。年々代が変われば、男女共同参画の推進のための取り組み

も必要なくなると思います。                 （60 歳代 女性） 

9 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」の問で「どちらかといえば反対」と

回答した。「べき」とは思わないが、その家庭によって夫婦でそうしたいと思えばす

ればよい。「暴力をなくすためにどのようなことが必要か」の問で「被害者自身が配

偶者や恋人等からの行為を暴力として認識し、行動する」と回答した。「自分が悪い

から」と思い込み我慢している人が多いと思うので。                 

（40歳代 女性） 
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10 

男女共同参画社会というタイトルからして時代錯誤ではないでしょうか？市民にど

こまで浸透しているかは、家庭での様々な事件、事故問題、相談事も 50 才代くらい

の私共には紐解けば、何ら前進しているようには感じません。若い世代に関しては、

少しずつ浸透しているのかもしれません。ご主人が子供達の面倒をよく見ておられ

る風景を見ると 30 年程前にはなかったと思います。         （50 歳代 女性） 

 

２ 家庭生活（家事・育児・介護）における男女共同参画について 

1 

子育てについて、子供が 5 才くらいまで親が育てるように。最近の子供に、親の愛

情が足らないように思う。子供の保育を無料にするならもっと親にお金を出す社会

にした方がいいと思う。                  （70 歳以上 男性） 

2 
子育てを行う男性への支援（相談窓口など）。 

                              （30歳代 女性） 

3 
家庭生活を家族みんなが、できるところを役割分担する。そういった事が社会生活

が円滑に進む基となるのではと思っています。         （60 歳代 女性） 

 

３ 男女共同参画による教育について 

1 

家庭内での男女平等は必ずしも仕事や家事を分担することだけではなくて、夫婦で

互いを思い合って役割を分担することができれば上手くいくし、子供たちにも伝わ

ると思う。その上で学校教育の場でもっと具体的に男女平等をしっかり教えていく

べきだと思う。 

（40 歳代 女性） 

2 

女性も一生働き続けることを前提で教育を受けるべき。男性も家事を手伝うではな

く、することを前提で教育を受けるべき。大人になってから急に変わることは難し

い。女性が出産・育児などで会社を辞めなければ、男性と対等に働くことが出来る。

病児保育も充実してほしいと思います。           （40 歳代 女性） 

3 
女性への優遇が言われているようでは改善されない。男女共に考える研修等を参加

しやすい対策を。                     （60 歳代 男性） 

4 
男女平等にかたよらず、同じ人間であるという人格形成が必要である。 

                            （70 歳以上 男性） 

 

４ 地域活動における男女共同参画について 

1 
祭りなどの伝統的行事はまだまだ男性中心の運営なので、宗教的な制約があるかも

しれないが改善が必要。                  （60 歳代 男性） 

2 

難しい言葉で言われても伝わりにくいです。平たく言えば「平等」ということでし

ょうか。私の田舎ではお祭りも参加できなかった。幼い頃からの生活習慣や風習で、

なかなか改善しにくいことも多いと思います。子供の時代から教えて欲しいです。 

（ － 女性） 
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５ 職場における男女共同参画について 

1 
会社（職場）の理解がないとなかなか難しいと思う。 

（50 歳代 女性） 

2 
私は高齢のため参考にならないと思います。中小企業には不利な点が多いと思いま

す。                           （70 歳以上 女性） 

 

６ 男女共同参画の取り組みについて 

1 

亀岡市がこういう取り組みに対応されている事を（困った人を手助けされようとし

ている）試みが感じられ「安心できる住み良い街をめざしてほしい」と協力したく

思いました。                                   （70 歳以上 女性） 

2 
何をしているのか、全く見えない。 

（60 歳代 男性） 

3 

市街地から離れるほど男尊女卑の考え方が強く、十分理解できる機会も少ない。ま

た、それに参加しようとする意識も全くない人が多く、地域に慣れるのに数年かか

った。同じ亀岡市なのに地域によって理解の差があるのはなぜか？亀岡市に住む人

すべてに同じ機会をもってもらえるよう活動してほしい。未だに男尊女卑が当然と

思っている人がいることに驚いた。（特に老人） 

                             （50 歳代 女性） 

4 

個人の能力を生かせる社会が望ましいです。男女の性別の壁に気づき、風通しの良

い暮らし作りに取り組んで下さっていることを、今回知りました。このアンケート

でお役に立てたら幸いです。                 （50 歳代 女性） 

5 

この取り組みを老若男女、あらゆる世代の人が本当に知っているか、理解している

か、が個人的に気になります。生きてこられた世代が古い方に特に必要で、理解を

強く求めて、これから良くなること望みます。職場や社会など広い視点だけでなく、

家庭という小さな場所ではまだまだ男性が上という考えが強いです。 

（50 歳代 女性） 

6 
男女共同参画活動があまり、社会・地域の中で理解されていないし、具体的に見え

ていない感じがしている。                 （60 歳代 男性） 

7 

女性が生き生きと生活していけるような支援、地域支援も含めた取り組みが必要と

考える。市民が幸せに暮らしていけるような取り組みをしていただきたいです。 

（60 歳代 女性） 

8 

第一次大戦や戦時中、働き手の男性の代わりに、女性が日常の業務を担っていまし

た。なので、基本的に女性が出来ない業務は無いかと考えます。北欧に倣い、又男

女対等の社会があった、縄文時代や室町時代を調べて、育児・介護・就業の共同参

画が当たり前になる社会をめざしてください。         

（40 歳代 男性） 
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７ 相談・情報について

1 
具体的な例をもっと広報に・・・

（ 歳以上 男性）

2 
本市の男女共同参画の実施報告や計画スケジュールを、もっと具体的かつていねい

に して欲しい。 （ 歳以上 男性）

3 
まだまだ知らない事が多いと思いました。周知徹底をお願い致します。情報に触れ

る機会が少ないと感じます。 （ 歳代 男性）

4 
色々な相談所を作っても昨今の児相の様にならないか心配ですね。

（ 歳代 男性）

5 

男女共同参画社会づくりには、一般的に又は、具体的な事例が知らされていないの

では。もっと極めて多くの方策等を広報すべきだと思う。

（ 歳以上 男性）

6 

亀岡市がこのような活動に力を注いでいる事すら知らなかった。もっと活動してい

ることを拡散して周囲に広めないといけないと思う。若い人が知らないと意味がな

いと思います。 （ 歳代 女性）

８ 市政について

1 

核家族が進み、便利さもあって個人個人が見えにくくなっています。取り残されな

い地域づくりで協力したいものです。

（ 歳代 女性）

2 

年亀岡市は色々な部分で注目される年だと思います。様々なインフラ設備も増

え、益々男女共同参画社会としての取り組みや働き方、人口も増えるでしょう。そ

のためにも男性・女性がどちらも過ごしやすい町「亀岡」を作っていってください。

（ 歳代 男性）

3 

子育て中の女性の家事・育児の軽減のために、中学校完全給食を早く実現してくだ

さい。むずかしい条例などよりも、市民生活に、直結した市政をしていただきたい

です。幅広い女性の声を聞いて下さい。議会で有意義な議論をされることを期待し

ます。 （ 歳代 女性）

4 

大事な決め事を自身の立場を守るためだけで決定され、とても腹立たしく思ってい

る。転校したくないのに無理矢理、次の 月から子供は校区変更せざるを得なくな

り、どれだけ反対しても話を聞いてくれなかった。だから、男性の考えが便利に通

るのだと、この先もこうなるのだと思い、期待していません。

（ 歳代 女性）

5 

災害の時の避難場所の確立と、安全の対策が行われていない。自然災害への対策費

用を増やし、人命を守ることを第一として政策を遂行して下さい。

（ 歳代 女性）
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6 

亀岡市周辺の雇用の需要が少ない為、京都市等へ就労せざるを得ない状況の中、Ｊ

Ｒ等のアクセスがあまりに悪い。バスも使用不可能（道が混む）。学生（中高生）は、

大人と違ってもっと交通手段が限られる。男女共同参画を取り組む前に、雇用改革

（働き方改革）をより具体的に推進し、運営して欲しい。雇止め（国の）、非常勤・

雇用期間限定を撤廃して欲しい。子育てする女性にとって社会へ復帰する社会とな

っていない。それを横目に、男女平等・共同などは語れないのではないか。

（ 歳代 女性）

7 
働く企業誘致推進。

（ 歳以上 女性）

8 
シングルマザー・ファーザーの子供のいる世帯が貧困世帯であるなら、その支援（食

料・日用品など）が出来る様なシステムを考えてほしい。 （ 歳代 男性）

9 
母子家庭の支援を推進する。

（ 歳代 男性）

９ アンケートについて

1 
このアンケートをとおして私自身の勉強不足を感じた。

（ 歳代 女性）

2 

このアンケートを拝見し、答えましたが、どちらかと言えば女性の事を重視した項

目ばかりで女性目線ですよね。男女共同なら男性の方も困られてる方がいると思う。

また、ジェンダーの方も。かたよりすぎなアンケート目線、来年はもう少し共同と

するなら改善したアンケートを望みます。 （ 歳代 男性）

3 

① アンケート集計結果の公表

② アンケート者に対して集計結果の通知とそれぞれの問に対しての亀岡市として

の取り組み方針 （ 歳以上 男性）

4 
アンケートの項目が多すぎます。

（ 歳代 女性）

5 

① まず幹部職員（亀岡市）のセクハラを無くす事。

② 問 のように、ｙｅｓ、ｎｏを意図的に引き出すような問いかけではなく「ど

のように思いますか」でないと、答えに困りました。（他の問も含めて）アンケ

ートは誘導的になりがちなので、充分な議論検討をする必要があると感じまし

た。 （ 歳代 男性）

6 
質問項目が女性が下に見たようなものが多くておかしいと思いました。

（ 歳代 男性）
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10 その他 

1 
特になし。 

（60 歳代 男性） 

2 
家長の主人に守られて生活してきた私には今の女性進出の話には、わからないこと

ばかり。あまりよき回答にならなくてすみません。            （70 歳以上 女性） 

3 

ここで聞かれていることとは無関係な事ですが、子供の居ない世帯は不利な事が多

いと思います。子供の居る家庭ばかり、色々な面で優遇されていますね。男女平等

のように、これらの事も平等にしてほしいです。        （40 歳代 男性） 

4 
保育士、介護士の待遇を改善して、人材をしっかり確保してください。 

                             （30 歳代 男性） 

5 
よりよい社会となりますように♡                       

（30 歳代 女性） 
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Ⅳ 調査結果のまとめと課題 

○男女平等に関する意識について 

各分野における男女の地位の平等感については、2014（平成 26）年度調査に引き続き、他の

分野に比べて「学校教育の場」において「平等」と感じる人の割合が高くなっています。一方、

「政治の場」「社会通念・慣習・しきたりなど」においては、男性優遇の割合が高くなってい

ます。2014（平成 26）年度調査からは、「職場」「社会通念・慣習・しきたりなど」「社会全体

のなか（市民活動を含む）」で「平等」の割合が高くなっており、身近なところで男女共同参

画が徐々に進んできていることがうかがえます。 

一方で、多くの分野において、女性は男性に比べて“男性が優遇されている”と感じ、男性

は女性に比べて「平等」と感じていることから、まだまだ男女間で意識の差があることがわか

ります。特に、「家庭生活」「政治の場」「社会通念・慣習・しきたりなど」「社会全体のなか」

では、女性が“男性が優遇されている”と感じている傾向がみられます。今後も、引き続き身

近な場面からの男女平等意識の啓発がより一層必要になると考えられます。 

 

○家庭生活・子育てについて 

「家事（炊事・洗濯・掃除など）」では「主に女性」が行っていると答えた割合が 7 割以上

と高くなっており、また、「子育て（子どもの世話、しつけ、教育など）」では「主に女性」の

割合が約５割と高く、「主に男性」の割合は０となっています。家事や育児・介護等のいわゆ

る「ケア労働」は主に女性が担っていることがうかがえます。 

2014（平成 26）年度調査からは、「家事（炊事・洗濯・掃除など）」と「介護（介護が必要な

親の世話、病人の介護など）」が「共同して分担」する割合が高くなっており、家庭内での家

事や介護を女性の仕事であるという意識が少しずつ低くなってきていると考えられます。 

今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくため

に必要なこととして、男性に比べ、女性で「男性による家事・育児などについて、職場におけ

る上司や周囲の理解を進めること」「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗

感をなくすこと」の割合が高くなっています。このことから、職場での上司や周囲の理解を深

める仕掛けも必要であると考えられます。 

 

○男女共同参画の推進について 

亀岡市の男女共同参画推進のために取り組みが不十分だと思うことについて、「男女が子育

てや介護を共に担える環境づくり」の割合が最も高くなっています。 

2014（平成 26）年度調査と比べると、男女ともに「男女が子育てや介護を共に担える環境づ

くり」の割合が増加していますが、特に男性の割合が増加しており、子育てや介護に関する意

識の高まりがうかがええます。また、「男女共同参画に向けた生涯学習の推進」や「学校等で

の男女共同参画の推進」の割合も男女ともに増加しており、全ての世代での教育が必要と考え

られます。 

今後、男女共同参画を推進していくには、「男女共同参画の取り組み」を周知できていない

市民に対して取り組みを広げ、男女共同参画に関する啓発、情報提供などを行っていくことが

必要です。 
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Ⅳ アンケート調査票 

調査票 

「「男男女女
だんじょ

共共同同
きょうどう

参参画画
さんかく

にに係係
かか

るる市市民民
し み ん

のの意意識識
い し き

とと実実態態
じったい

調調査査
ちょうさ

」」  

 

市民
し み ん

の皆様
みなさま

には、日頃
ひ ご ろ

から市政
し せ い

の推進
すいしん

について、ご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

をいただき厚
あつ

くお礼
れい

申
もう

し

上
あ

げます。亀岡市
かめおかし

では、男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

の実現
じつげん

をめざして、様々
さまざま

な事業
じぎょう

に取
と

り組
く

んでいる

ところです。 

この調査
ちょうさ

は、市民
し み ん

の皆様
みなさま

に男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

に関
かん

する意識
い し き

や実態
じったい

についてお伺
うかが

いし、今後
こ ん ご

の取
と

り組
く

みの資料
しりょう

として、活用
かつよう

させていただくことを目的
もくてき

に実施
じ っ し

するものです。 

この調査
ちょうさ

の実施
じ っ し

にあたり、市内
し な い

にお住
す

まいの 20歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

の中
なか

から 1,000人
にん

を無作為
む さ く い

に 

選
えら

ばせていただき、あなた様
さま

のご意見
い け ん

をお伺
うかが

いすることになりました。 

つきましては、お忙
いそが

しいところ大変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ご 協 力
きょうりょく

  

くださいますようよろしくお願
ねが

いいたします。 

 

■ この調査
ちょうさ

では、あなたのお名前
な ま え

やご住所
じゅうしょ

をお答
こた

えいただく必要
ひつよう

はございません。 

■ ご回答
かいとう

いただいた内容
ないよう

は、秘密
ひ み つ

を厳守
げんしゅ

し、すべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

し、行 政 上
ぎょうせいじょう

の基礎
き そ

資料
しりょう

  

として活用
かつよう

させていただきます。 

 

２０１９年
ねん

（令和元
れいわがん

年
ねん

）１０月
がつ

 

                               亀
かめ

 岡
おか

 市
し

 

 

 

 

 

                           亀岡市長 栗山正・ 

 

 

 

 

 

 

〈〈問問
と

いい合合
あ

わわせせ先先
さき

〉〉  

亀亀岡岡市市
かめおかし

  生生涯涯学学習習部部
しょうがいがくしゅうぶ

  人人権権啓啓発発課課
じんけんけいはつか

  男男女女共共同同参参画画推推進進係係
だんじょきょうどうさんかくすいしんがかり

  

        ＴＴＥＥＬＬ  ２２５５－－５５００７７５５（（直直通通
ちょくつう

））  ＦＦＡＡＸＸ  ２２２２――６６３３７７２２  

        ＥＥ--mmaaiill：：jjiinnkkeenn--kkeeiihhaattssuu@@cciittyy..kkaammeeookkaa..llgg..jjpp  

○ご記入
きにゅう

は、あて名
な

のご本人
ほんにん

にお願
ねが

いいたします。 

○１つだけ回答
かいとう

していただくものと、複数
ふくすう

（あてはまるものすべて）を回答
かいとう

していただくものがあり

ます。また、「その他
た

」にあてはまる場合
ば あ い

は、(   ) 内
ない

にその内容
ないよう

を具体的
ぐ た い て き

にご記入
きにゅう

ください。 

○設問
せつもん

によっては、回答
かいとう

していただく方
かた

が限
かぎ

られる場合
ば あ い

がありますので、注意
ちゅうい

書
が

きをよくお読
よ

み 

ください。 

○スマートフォンでも回答
かいとう

いただくことができます。下記
か き

のＱＲコードを読
よ

み込
こ

んでいただき、ご

回答
かいとう

をお願
ねが

いします。 

○調査票
ちょうさひょう

をご記入いただいた方は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）に入
い

れ、 

投函
とうかん

してください。（お名前
な ま え

やご住所
じゅうしょ

の記入
きにゅう

は不要
ふ よ う

です。） 

回回答答
かいとう

期期限限
き げ ん

：：１１００月月
がつ

２２４４日日
か

（（木木
もく

）） 

ご記入
きにゅう

にあたってのお願
ねが

い 
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ああななたたごご自自身身
じ し ん

ののここととににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす  

 

問
とい

１ あなたの性別
せいべつ

をお書
か

きください。（ご自身
じ し ん

が認識
にんしき

する性別
せいべつ

についてお書
か

きください。） 
 

性別
せいべつ

（       ） 
 

※この調査
ちょうさ

では、男女
だんじょ

の意識
い し き

や行動
こうどう

の違
ちが

いを把握
は あ く

する必要
ひつよう

があるために 伺
うかが

っています。 

 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

をお書
か

きください。 
 

年齢
ねんれい

（      ）歳
さい

 

 

問
とい

３ あなたは結婚
けっこん

されていますか。（１つだけに○ 印
じるし

） 
 

１ 結婚
けっこん

している（再婚
さいこん

も含
ふく

む）                   ４ 死別
し べ つ

した 

２ 結婚
けっこん

していないがパートナーと暮
く

らしている   ５ 結婚
けっこん

していない 

３ 離別
り べ つ

した   

 

問
とい

４ あなたの現在
げんざい

の世帯
せ た い

構成
こうせい

は次
つぎ

のどれにあてはまりますか。（１つだけに○ 印
じるし

） 
 

１ 単身
たんしん

世帯
せ た い

（一人
ひ と り

住
ず

まい）          

２ １世代
せ だ い

世帯
せ た い

（夫婦
ふ う ふ

のみ）（事実
じ じ つ

婚
こん

などを含
ふく

む）   

３ ２世代
せ だ い

世帯
せ た い

（親
おや

と子
こ

ども） 

４ ３世代
せ だ い

世帯
せ た い

（親
おや

と子
こ

どもと孫
まご

） 

５ その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                                              ） 

 

問
とい

５ あなたの 職 業
しょくぎょう

をお答
こた

えください。（１つだけに○ 印
じるし

） 

※２つ以上
いじょう

あてはまる場合
ば あ い

は、そのうち主
おも

なもの１つに○ 印
じるし

をつけてください。 
 

１ 正社員
せいしゃいん

・正職員
せいしょくいん

 

２ 非正規
ひ せ い き

社員
しゃいん

・非正規
ひ せ い き

職 員
しょくいん

（パート・アルバイト・契約
けいやく

社員
しゃいん

、派遣
は け ん

社員
しゃいん

など） 

３ 役員
やくいん

（法人
ほうじん

・団体
だんたい

役員
やくいん

など） 

４ 自営業
じえいぎょう

、自由業
じゆうぎょう

 

５ 学生
がくせい

 

６ 家事
か じ

専 業
せんぎょう

（主婦
し ゅ ふ

、主夫
し ゅ ふ

）、家族
か ぞ く

従 業 者
じゅうぎょうしゃ

 

７ 無職
むしょく

（上記
じょうき

を除
のぞ

く） 

８ その他
た

（                                                 ） 
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男男女女
だんじょ

平平 等等
びょうどう

にに関関
かん

すするる意意識識
い し き

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす 

 

問
とい

６ あなたは、現在
げんざい

、次
つぎ

の分野
ぶ ん や

で男女
だんじょ

の地位
ち い

は平 等
びょうどう

になっていると思
おも

いますか。（１）～（８）の 

それぞれについて、あなたの 考
かんが

えに近
ちか

いものを選
えら

んでください。（それぞれ１つずつに○ 印
じるし

） 

 

問
とい

７ あなたは、男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

を目指
め ざ

すためには、どのようなことが重 要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つ以内
い な い

） 

１ 法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

のうえでの見直
み な お

しを 行
おこな

い、女性
じょせい

差別
さ べ つ

につながるものを 改
あらた

める 

２ 女性
じょせい

に対
たい

する偏見
へんけん

、固定的
こていてき

な社会
しゃかい

通念
つうねん

、慣 習
かんしゅう

・しきたりを 改
あらた

める 

３ 女性
じょせい

を政策
せいさく

決定
けってい

の場
ば

に積極的
せっきょくてき

に登用
とうよう

する 

４ 各
かく

諸団体
しょだんたい

の女性
じょせい

のリーダーを養成
ようせい

する 

５ 職場
しょくば

における男女
だんじょ

の均等
きんとう

な取 扱
とりあつか

いについて周知
しゅうち

徹底
てってい

する 

６ 女性
じょせい

の社会
しゃかい

進 出
しんしゅつ

を促進
そくしん

するための 職 業
しょくぎょう

教 育
きょういく

や 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を充 実
じゅうじつ

する 

７ 仕事
し ご と

と家庭
か て い

生活
せいかつ

などの両 立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

を充 実
じゅうじつ

する 

８ 女性
じょせい

の 就 業
しゅうぎょう

、社会
しゃかい

参加
さ ん か

を支援
し え ん

する施設
し せ つ

やサービスの充 実
じゅうじつ

を図
はか

る 

９ 学校
がっこう

教 育
きょういく

や社会
しゃかい

教 育
きょういく

・生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

の場
ば

で、男女
だんじょ

の平 等
びょうどう

と相互
そ う ご

の理解
り か い

や 協 力
きょうりょく

につい

て学 習
がくしゅう

を充 実
じゅうじつ

する 

10 女性
じょせい

の健康
けんこう

増進
ぞうしん

と母性
ぼ せ い

保護
ほ ご

の充 実
じゅうじつ

を一層
いっそう

進
すす

める 

11 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

についての相談
そうだん

窓口
まどぐち

を充 実
じゅうじつ

する 

12 男女
だんじょ

の平 等
びょうどう

と相互
そ う ご

の理解
り か い

や 協 力
きょうりょく

についての広報
こうほう

・啓発
けいはつ

を進
すす

める 

13 男性
だんせい

の家事
か じ

、子
こ

育
そだ

て、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

への参加
さ ん か

を 促
うなが

す 

14 わからない 

15 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                                                            ） 

項
こう

      目
もく

 

男
性

だ
ん
せ
い

の
方ほ

う

が
非
常

ひ
じ
ょ
う

に 

優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性

だ
ん
せ
い

の
方ほ

う

が
優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て
い
る 

平
等

び
ょ
う
ど
う

で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性

じ
ょ
せ
い

の
方ほ

う

が
優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て
い
る 

女
性

じ
ょ
せ
い

の
方ほ

う

が
非
常

ひ
じ
ょ
う

に 

優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

（１） 家庭
か て い

生活
せいかつ

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（２） 職場
し ょ く ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（３） 学校
が っ こ う

教育
きょういく

の場
ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（４） 自治会
じ ち か い

など地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（５） 政治
せ い じ

の場
ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（６） 法律
ほ う り つ

や制度
せ い ど

のうえで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（７） 社会
しゃかい

通念
つうねん

・慣習
かんしゅう

・しきたりなどで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（８） 社会
しゃかい

全体
ぜんたい

のなかで 

（市民
し み ん

活動
かつどう

を含む） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問
とい

８「 夫
おっと

は外
そと

で 働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という 考
かんが

え方
かた

がありますが、あなたはこの 考
かんが

 

えに同感
どうかん

しますか。（１つだけに○ 印
じるし

） 
 

１ 同感
どうかん

する（賛成
さんせい

） 

２ どちらかといえば賛成
さんせい

 

３ どちらかといえば反対
はんたい

 

４ 同感
どうかん

しない（反対
はんたい

） 

５ わからない 

 

 

家家庭庭
か て い

生生活活
せいかつ

・・子子
こ

育育
そだ

ててににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす 

 

問
とい

９ あなたの家庭
か て い

では、（１）～（８）のそれぞれについて、主
おも

に男性
だんせい

、女性
じょせい

のどちらが 行
おこな

ってい 

ますか。あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（それぞれ１つずつに○ 印
じるし

） 
 

 

 

項
こう

    目
もく

 

主お
も

に
女
性

じ
ょ
せ
い 

共

同

き
ょ
う
ど
う

し
て
分
担

ぶ
ん
た
ん 

主お
も

に
男
性

だ
ん
せ
い 

そ
の
他た 

該
当

が
い
と
う

し
な
い 

(１) 家事
か じ

（炊事
す い じ

・洗濯
せんたく

・掃除
そ う じ

など） １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 子
こ

育
そだ

て（子
こ

どもの世話
せ わ

、しつけ、教 育
きょういく

 

など） 
１ ２ ３ ４ ５ 

(３) 介護
か い ご

（介護
か い ご

が必要
ひつよう

な親
おや

の世話
せ わ

、病 人
びょうにん

の介護
か い ご

など） 
１ ２ ３ ４ ５ 

(４) 地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

への参加
さ ん か

、自治会
じ ち か い

活動
かつどう

 １ ２ ３ ４ ５ 

(５) ＰＴＡ活動
かつどう

 １ ２ ３ ４ ５ 

(６) 生活費
せいかつひ

（年金
ねんきん

を含
ふく

む）の確保
か く ほ

 １ ２ ３ ４ ５ 

(７) 会計
かいけい

の管理
か ん り

 １ ２ ３ ４ ５ 

(８) 高価
こ う か

な商 品
しょうひん

や土地
と ち

、家屋
か お く

の購 入
こうにゅう

決定
けってい

 １ ２ ３ ４ ５ 
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問
とい

10 あなたは、今後
こ ん ご

、男性
だんせい

が女性
じょせい

とともに家事
か じ

、子
こ

育
そだ

て、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

などに積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

し 

ていくためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つ以内
い な い

） 

１ 男性
だんせい

が家事
か じ

などに参加
さ ん か

することに対
たい

する男性
だんせい

自身
じ し ん

の抵抗感
ていこうかん

をなくすこと 

２ 男性
だんせい

が家事
か じ

などに参加
さ ん か

することに対
たい

する女性
じょせい

の抵抗感
ていこうかん

をなくすこと 

３ 夫婦
ふ う ふ

や家族間
かぞくかん

でのコミュニケーションをよくはかること 

４ 年配者
ねんぱいしゃ

やまわりの人
ひと

が、夫婦
ふ う ふ

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

等
とう

についての当事者
とうじしゃ

の 考
かんが

え方
かた

を尊 重
そんちょう

すること 

５ 社会
しゃかい

のなかで、男性
だんせい

による家事
か じ

、子
こ

育
そだ

て、介護
かいご

、地域
ちいき

活動
かつどう

についても、その評価
ひょうか

を高
たか

めること 

６ 労働
ろうどう

時間
じかん

の短 縮
たんしゅく

や休暇
きゅうか

制度
せいど

を普及
ふきゅう

することで、仕事
しごと

以外
いがい

の時間
じかん

を多
おお

く持
も

てるようにすること 

７ 男性
だんせい

が家事
か じ

、子
こ

育
そだ

て、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

に関心
かんしん

を高
たか

めるよう啓発
けいはつ

や情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を行
おこな

うこと 

８ 国
くに

や地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

などの研 修
けんしゅう

等
とう

により、男性
だんせい

の家事
か じ

や子
こ

育
そだ

て、介護
か い ご

等
とう

の技能
ぎ の う

を高
たか

めること 

９ 男性
だんせい

が子
こ

育
そだ

てや介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

を行
おこな

うための、仲間
な か ま

（ネットワーク）作
づく

りをすすめること 

10 家庭
かてい

や地域
ちいき

活動
かつどう

と仕事
しごと

の両 立
りょうりつ

などの問題
もんだい

について、男性
だんせい

が相談
そうだん

しやすい窓口
まどぐち

を設
もう

けること 

11 男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
いくじ

などについて、職場
しょくば

における上司
じょうし

や周囲
しゅうい

の理解
りかい

を進
すす

めること 

12 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

13 特
とく

に対策
たいさく

の必要
ひつよう

はない 

 

 

仕仕事事
し ご と

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす  

 

問
とい

11－１ 勤
つと

めている人
ひと

（パート・アルバイトなどを含
ふく

む）におたずねします。 

あなたの職場
しょくば

の男女
だんじょ

構成
こうせい

について、あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

（１つだけに○ 印
じるし

） 

 

１ 女性
じょせい

のみの職場
しょくば

 

２ 男性
だんせい

のみの職場
しょくば

 

３ 女性
じょせい

と男性
だんせい

が同
おな

じくらいの職場
しょくば

 

４ 女性
じょせい

が多
おお

い職場
しょくば

 

５ 男性
だんせい

が多
おお

い職場
しょくば
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問
とい

11－２  問
とい

11－１で「女性
じょせい

と男性
だんせい

が同
おな

じくらいの職場
しょくば

」、「女性
じょせい

が多
おお

い職場
しょくば

」、「男性
だんせい

が多
おお

い職場
しょくば

」の 

いずれかに○ 印
じるし

をつけた人
ひと

におたずねします。（「女性
じょせい

のみの職場
しょくば

」、「男性
だんせい

のみの職場
しょくば

」 

のどちらかに○ 印
じるし

をつけた人
ひと

は、問
とい

12 に進
すす

んでください。） 

あなたの職場
しょくば

では、次
つぎ

のようなことがありますか。（１）～（11）の項目
こうもく

について、あては

まる番号
ばんごう

に○印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は１つずつ） 
 

項
こう

    目
もく

 

そ
う
思お

も

う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思お

も

う 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思お

も

わ
な
い 

そ
う
思お

も

わ
な
い 

（１） 採用
さいよう

条 件
じょうけん

が女性
じょせい

に不利
ふ り

 １ ２ ３ ４ 

（２） 女性
じょせい

は男性
だんせい

より賃金
ちんぎん

が低
ひく

い、昇 進
しょうしん

が遅
おそ

い １ ２ ３ ４ 

（３） 能 力
のうりょく

評価
ひょうか

が男女
だんじょ

平 等
びょうどう

ではない  １ ２ ３ ４ 

（４） 女性
じょせい

は管理職
かんりしょく

に登用
とうよう

されにくい  １ ２ ３ ４ 

（５） 配置
は い ち

転換
てんかん

に性別
せいべつ

による差
さ

がある  １ ２ ３ ４ 

（６） 能 力
のうりょく

のある女性
じょせい

でも、男性
だんせい

より就
つ

きにくい職 種
しょくしゅ

がある １ ２ ３ ４ 

（７） 補助的
ほじょてき

な仕事
し ご と

や雑用
ざつよう

が女性
じょせい

に 偏
かたよ

っている  １ ２ ３ ４ 

（８） 結婚
けっこん

や出 産
しゅっさん

に際
さい

して、女性
じょせい

が働
はたら

き続
つづ

けることが難
むずか

しい １ ２ ３ ４ 

（９） 男性
だんせい

の方
ほう

が育児
い く じ

休暇
きゅうか

や介護
か い ご

休暇
きゅうか

がとりにくい １ ２ ３ ４ 

（10） 男性
だんせい

の方
ほう

が残 業
ざんぎょう

が多
おお

い １ ２ ３ ４ 

（11） 人員
じんいん

削減
さくげん

する場合
ばあい

、男性
だんせい

より女性
じょせい

の方
ほう

が解雇
かいこ

されやすい １ ２ ３ ４ 

 

問
とい

12 あなたは、男女
だんじょ

がともに 働
はたら

きやすい環 境
かんきょう

をつくるためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

い 

ますか。あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つ以内
い な い

） 

１ 育児
い く じ

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

などの 休 業 中
きゅうぎょうちゅう

に所得
しょとく

保障
ほしょう

があること  

２ 保育
ほ い く

サービスなどの子
こ

育
そだ

て支援策
しえんさく

を充 実
じゅうじつ

すること 

３ 地域
ち い き

で自主的
じしゅてき

な子
こ

育
そだ

てや介護
か い ご

支援
し え ん

ができるようなネットワークをつくること 

４ 在宅
ざいたく

勤務
き ん む

やフレックスタイム制
せい

など柔 軟
じゅうなん

な 働
はたら

き方
かた

ができること 

５ 長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を容認
ようにん

する職場
しょくば

の雰囲気
ふ ん い き

を是正
ぜ せ い

すること 

６ 介護
か い ご

負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

するための介護
か い ご

サービスを充 実
じゅうじつ

すること 

７ 一度
い ち ど

、 職
しょく

を離
はな

れても、子
こ

育
そだ

て後
ご

には職場
しょくば

復帰
ふ っ き

しやすくすること 

８ 再 就 職
さいしゅうしょく

、再
さい

チャレンジに関
かん

する施策
し さ く

が充 実
じゅうじつ

すること 

９ セクシュアル・ハラスメントなど職場
しょくば

の中
なか

の性的
せいてき

な嫌
いや

がらせをなくすこと 

10 家族
か ぞ く

の積極的
せっきょくてき

な支援
し え ん

や 協 力
きょうりょく

があること 

11 男女
だんじょ

の待遇
たいぐう

を均等
きんとう

にすること 

12 パート･アルバイトなどの待遇
たいぐう

を改善
かいぜん

すること 

13 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                              ）

14 わからない 
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配配偶偶者者
はいぐうしゃ

・・恋恋人人
こいびと

等等
とう

かかららのの暴暴 力力
ぼうりょく

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす        

 

問
とい

13 あなたはこれまでに、あなたの配偶者
はいぐうしゃ

（事実
じ じ つ

婚
こん

や別居中
べっきょちゅう

を含
ふく

む）や恋人
こいびと

から、次
つぎ

のようなこ 

とをされたことがありますか。 

（１）～（12）の項目
こうもく

について、あてはまる番号
ばんごう

に○印
じるし

をつけてください。（○印
じるし

は１つずつ） 
 

項
こう

    目
もく

 

何
度

な

ん

ど

も
あ
っ
た 

一い
ち

、
二
度

に

ど

あ
っ
た 

ま
っ
た
く
な
い 

も
し
か
し
た
ら 

そ
う
か
も
し
れ
な
い 

（１） 命
いのち

の危険
き け ん

を感
かん

じるくらいの暴行
ぼうこう

を受
う

けた １ ２ ３ ４ 

（２） 医師
い し

の治療
ちりょう

が必要
ひつよう

となるような暴行
ぼうこう

を受
う

けた １ ２ ３ ４ 

（３） 医師
い し

の治療
ちりょう

が必要
ひつよう

ではない程度
て い ど

の暴行
ぼうこう

を受
う

けた １ ２ ３ ４ 

（４） いやがっているのに、性的
せいてき

な行為
こ う い

を強 要
きょうよう

された １ ２ ３ ４ 

（５） 目
め

の前
まえ

で家具
か ぐ

や物
もの

を壊
こわ

したり、投
な

げつけたりして 

威嚇
い か く

された 
１ ２ ３ ４ 

（６） 避妊
ひ に ん

に 協 力
きょうりょく

しなかった １ ２ ３ ４ 

（７） 何
なに

を言
い

っても、無視
む し

され続
つづ

けた １ ２ ３ ４ 

（８） 交友
こうゆう

関係
かんけい

や電話
で ん わ

、郵便物
ゆうびんぶつ

を細
こま

かく監視
か ん し

された １ ２ ３ ４ 

（９） 「誰
だれ

のおかげで生活
せいかつ

できるのか」や「役立
や く た

たず」な

ど、人格
じんかく

を否定
ひ て い

することを言
い

われた 
１ ２ ３ ４ 

（10） 大声
おおごえ

でどなられた １ ２ ３ ４ 

（11） 生活費
せいかつひ

を渡
わた

さないなど、経済的
けいざいてき

に押
お

さえつけられた １ ２ ３ ４ 

（12） 子
こ

どもの前
まえ

で暴 力
ぼうりょく

を振
ふ

るう、子
こ

どもに自分
じ ぶ ん

の悪口
わるくち

 
を言

い

うなどされた 
１ ２ ３ ４ 
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問
とい

14 問
とい

13 で「何度
な ん ど

もあった」、「一
いち

、二度
に ど

あった」、「もしかしたらそうかもしれない」に○をつけ 

   た人
ひと

におたずねします。（「まったくない」に○をつけた人
ひと

は、問
とい

15 に進
すす

んでください。） 

あなたは、その行為
こ う い

について、誰
だれ

かにうちあけたり相談
そうだん

したりしましたか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

１ 警察
けいさつ

に連絡
れんらく

・相談
そうだん

した 

２ 人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

・法務局
ほうむきょく

などに相談
そうだん

した 

３ 女性
じょせい

相談所
そうだんしょ

、女性
じょせい

相談員
そうだんいん

に相談
そうだん

した 

４ 市
し

役所
やくしょ

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

した 

５ その他
た

の公 共
こうきょう

機関
き か ん

に相談
そうだん

した 

６ 民間
みんかん

の相談
そうだん

機関
き か ん

やカウンセラーに相談
そうだん

した 

７ 医師
い し

・カウンセラーに相談
そうだん

した 

８ 弁護士
べ ん ご し

に相談
そうだん

した  

９ 学校
がっこう

の先生
せんせい

、スクールカウンセラーに相談
そうだん

した 

10 家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

に相談
そうだん

した 

11 友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

に相談
そうだん

した 

12 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 

13 どこにも相談
そうだん

しなかった 

 

問
とい

15 あなたは、配偶者
はいぐうしゃ

や恋人
こいびと

等
とう

からの暴 力
ぼうりょく

をなくすためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

い 

ますか。あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つ以内
い な い

） 

１ 学校
がっこう

での人権
じんけん

教 育
きょういく

に基
もと

づいた男女
だんじょ

平 等
びょうどう

や性
せい

に関
かん

する学 習
がくしゅう

を充 実
じゅうじつ

する 

２ 大学
だいがく

、企業
きぎょう

、地域
ち い き

等
とう

での暴 力
ぼうりょく

防止
ぼ う し

のための人権
じんけん

研 修
けんしゅう

を充 実
じゅうじつ

する 

３ 被害者
ひがいしゃ

に対
たい

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

する 

４ 被害者
ひがいしゃ

が避難
ひ な ん

できる場所
ば し ょ

の整備
せ い び

など保護
ほ ご

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

する 

５ 被害者
ひがいしゃ

の自立
じ り つ

を支援
し え ん

する体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

する 

６ 警察
けいさつ

がもっと積極的
せっきょくてき

に対応
たいおう

する 

７ 加害者
かがいしゃ

に対
たい

するカウンセリングや教 育
きょういく

などを進
すす

める 

８ 暴 力
ぼうりょく

の早期
そ う き

発見
はっけん

・対応
たいおう

のため、関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

を充 実
じゅうじつ

する 

９ 被害者
ひがいしゃ

自身
じ し ん

が配偶者
はいぐうしゃ

や恋人
こいびと

等
とう

からの行為
こ う い

を暴 力
ぼうりょく

として認識
にんしき

し、行動
こうどう

する 

10 被害者
ひがいしゃ

が早期
そ う き

に相談
そうだん

できるよう身近
み ぢ か

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

を増
ふ

やす 

11  加害者
かがいしゃ

への罰則
ばっそく

を強化
きょうか

する 

12  地域
ち い き

で暴 力
ぼうりょく

防止
ぼ う し

のための研修会
けんしゅうかい

、イベントを 行
おこな

う 

13 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

14 特
とく

に対策
たいさく

の必要
ひつよう

はない 
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社社会会
しゃかい

活活動動
かつどう

へへのの参参加加
さ ん か

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす            

 

問
とい

16 あなたは、次
つぎ

のような活動
かつどう

に参加
さ ん か

していますか。 

（１）～（９）の項目
こうもく

について、あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

（○ 印
じるし

は１つずつ） 

 

問
とい

17 あなたが、社会的
しゃかいてき

な活動
かつどう

に参加
さ ん か

しようと思
おも

うとき、支障
ししょう

となることはどのようなことですか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つ以内
い な い

） 

１ 仕事
し ご と

や家事
か じ

が 忙
いそが

しい 

２ 病気
びょうき

などで体 調
たいちょう

が悪
わる

い 

３ 小
ちい

さな子
こ

どもや介護
か い ご

が必要
ひつよう

な人
ひと

がいる 

４ 家族
か ぞ く

の理解
り か い

が得
え

られない 

５ 参加
さ ん か

したいが活動
かつどう

の情 報
じょうほう

が少
すく

ない 

６ 参加
さ ん か

したい活動
かつどう

がない 

７ 一緒
いっしょ

に参加
さ ん か

する仲間
な か ま

がいない 

８ 活動
かつどう

する場所
ば し ょ

や施設
し せ つ

が少
すく

ない 

９ 時間帯
じかんたい

が合
あ

わない 

10 経済的
けいざいてき

な余裕
よ ゆ う

がない 

11 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                                                    ） 

12 特
とく

にない 

項    目 

よ
く 

参
加

さ

ん

か

す
る 

時
々

と
き
ど
き 

参
加

さ

ん

か

す
る 

ま
っ
た
く 

参
加

さ

ん

か

し
な
い 

（１）趣味
し ゅ み

・学 習
がくしゅう

・スポーツ活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（２）自治会
じ ち か い

などの役員
やくいん

活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（３）ＰＴＡ、子
こ

ども会
かい

などの地域
ち い き

活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（４）消費
しょうひ

生活
せいかつ

活動
かつどう

や住 民
じゅうみん

運動
うんどう

（共 同
きょうどう

購 入
こうにゅう

やリサイクルなど） １ ２ ３ 

（５）福祉
ふ く し

・ボランティア活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（６）政治
せ い じ

活動
かつどう

や労働
ろうどう

組合
くみあい

活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（７） 宗 教
しゅうきょう

活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（８）審議会
しんぎかい

委員
い い ん

などの公的
こうてき

な委員
い い ん

活動
かつどう

 １ ２ ３ 

（９）ＮＰＯの活動
かつどう

 １ ２ ３ 
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災災害害
さいがい

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす  

  

問
とい

18 大災害
だいさいがい

が発生
はっせい

し避難
ひ な ん

が必要
ひつよう

になった時
とき

、あなたはどのようなことが心配
しんぱい

ですか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は２つまで） 

１ 災害
さいがい

についての的確
てきかく

な情 報
じょうほう

が得
え

られるか 

 ２ 家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

がとれなくなるのではないか 

 ３ 病 人
びょうにん

・高齢者
こうれいしゃ

・ 障
しょう

がい者
しゃ

を連
つ

れて安全
あんぜん

に避難
ひ な ん

できるか 

 ４ 子
こ

どもや乳幼児
にゅうようじ

を連
つ

れて安全
あんぜん

に避難
ひ な ん

できるか 

５ 近所
きんじょ

の人
ひと

たちと助
たす

け合
あ

って避難
ひ な ん

できるか 

 ６ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

が安全
あんぜん

か 

 ７ ペットと一緒
いっしょ

に避難
ひ な ん

できるか 

 ８ 自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が病気
びょうき

などで体 調
たいちょう

が悪
わる

いので、避難
ひ な ん

できるか 

 ９ その他
た

（                       ） 

 

 

問
とい

19 防災
ぼうさい

・災害
さいがい

復興
ふっこう

対策
たいさく

で男女
だんじょ

の性別
せいべつ

に配慮
はいりょ

して取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があると思
おも

うことは何
なん

ですか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つまで） 

 １ 避難所
ひなんじょ

の設備
せ つ び

（男女別
だんじょべつ

トイレ・更衣室
こういしつ

、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

） 

 ２ 避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

の責任者
せきにんしゃ

に女性
じょせい

が配置
は い ち

され、被災者
ひさいしゃ

対応
たいおう

に女性
じょせい

の視点
し て ん

が入
はい

ること 

 ３ 乳幼児
にゅうようじ

、高齢者
こうれいしゃ

、 障
しょう

がい者
しゃ

、病 人
びょうにん

、女性
じょせい

（女性
じょせい

用品
ようひん

）に対
たい

する備
そな

えやニーズの把握
は あ く

、 

支給
しきゅう

する際
さい

の配慮
はいりょ

 

 ４ 災害時
さいがいじ

の 救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

（診察
しんさつ

・治療
ちりょう

体制
たいせい

、妊産婦
にんさんぷ

） 

 ５ 被災者
ひさいしゃ

に対
たい

する相談
そうだん

体制
たいせい

 

 ６ 対策本部
たいさくほんぶ

に女性
じょせい

が配置
は い ち

され、対策
たいさく

に女性
じょせい

の視点
し て ん

が入
はい

ること 

 ７ 防災
ぼうさい

計画
けいかく

・振興
しんこう

計画
けいかく

策定
さくてい

過程
か て い

、防災
ぼうさい

会議
か い ぎ

に女性
じょせい

が参画
さんかく

すること 

 ８ その他
た

（                       ） 
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男男女女
だんじょ

共共 同同
きょうどう

参参画画
さんかく

にに関関
かん

すするる施施策策
し さ く

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす  

 

問
とい

20 あなたは、男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

に関
かん

する事項
じ こ う

について、どの程度
て い ど

ご存
ぞん

じですか。 

（１）～（10）それぞれについて、あてはまる番号
ばんごう

に１つずつ○ 印
じるし

をつけてください。 

 
  

項
こう

    目
もく

 

内
容

な
い
よ
う

ま
で
知し

っ
て
い
る 

見み

聞き

き
し
た
こ
と
は
あ
る 

知し

ら
な
い 

（１） 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

 １ ２ ３ 

（２） 男女
だんじょ

雇用
こ よ う

機会
き か い

均等法
きんとうほう

 １ ２ ３ 

（３） 女子
じ ょ し

差別
さ べ つ

撤廃
てっぱい

条 約
じょうやく

 １ ２ ３ 

（４） ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

） １ ２ ３ 

（５） ストーカー規制法
きせいほう

 １ ２ ３ 

（６） 配偶者
はいぐうしゃ

暴 力
ぼうりょく

防止法
ぼうしほう

(ＤＶ防止法
ぼうしほう

) １ ２ ３ 

（７） ポジティブ・アクション（積極的
せっきょくてき

改善
かいぜん

） １ ２ ３ 

（８） ジェンダー（社会的
しゃかいてき

・文化的
ぶんかてき

につくられた性別
せいべつ

） １ ２ ３ 

（９） 亀岡市
かめおかし

男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

条 例
じょうれい

 １ ２ ３ 

（10） 亀岡市
かめおかし

男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

計画
けいかく

ゆう・あいステッププラン １ ２ ３ 

（11） ジェンダーギャップ指数
し す う

 

（多様
た よ う

な視点
し て ん

から男女
だんじょ

間
かん

格差
か く さ

を測
はか

った指数
し す う

） 
１ ２ ３ 

（12） 女性
じょせい

活躍
かつやく

推進法
すいしんほう

 １ ２ ３ 

（13） ＬＧＢＴＱなど性的
せいてき

少数者
しょうすうしゃ

 １ ２ ３ 
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ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

ご多用
た よ う

のところ恐 縮
きょうしゅく

ですが、ご記入
きにゅう

いただきました調査票
ちょうさひょう

は、 

同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）に入
い

れ、 
 

１１００月月
がつ

２２４４日日
か

（（木木
もく

））ままででにに投投函函
とうかん

ししててくくだだささいい。。 

（お名前
な ま え

やご住所
じゅうしょ

の記入
きにゅう

は不要
ふ よ う

です。スマートフォンで回答
かいとう

いただいた方
かた

は投函
とうかん

不要
ふ よ う

です。） 

 

男男女女
だんじょ

共共 同同
きょうどう

参参画画
さんかく

のの推推進進
すいしん

ににつついいてて、、おおたたずずねねししまますす  

                                                  

問
とい

21 亀岡市
かめおかし

は男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

推進
すいしん

のためにこれまで様々
さまざま

な取組
とりくみ

をしてきましたが、あなたは、取組
とりくみ

が 

不十分
ふじゅうぶん

な分野
ぶ ん や

は何
なん

だと思
おも

いますか。 

あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。（○ 印
じるし

は３つ以内
い な い

） 

１ 制度
せ い ど

や慣行
かんこう

の見直
み な お

し、実態
じったい

調査
ちょうさ

、啓発
けいはつ

、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の実施
じ っ し

 

２ 政策
せいさく

決定
けってい

の場
ば

への女性
じょせい

参画
さんかく

の促進
そくしん

 

３ 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

に向
む

けた生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

の推進
すいしん

 

４ 学校
がっこう

等
とう

での男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

の推進
すいしん

 

５ 就 労
しゅうろう

の場
ば

での男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

の促進
そくしん

 

６ 女性
じょせい

の 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

の開発
かいはつ

に向
む

けた支援
し え ん

 

７ 男女
だんじょ

が子
こ

育
そだ

てや介護
か い ご

を共
とも

に担
にな

える環 境
かんきょう

づくり 

８ 地域
ち い き

活動
かつどう

等
とう

での男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

の促進
そくしん

 

９ 家庭
か て い

における男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

の推進
すいしん

 

10  男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

の視点
し て ん

からの国際
こくさい

交 流
こうりゅう

への貢献
こうけん

 

11 女性
じょせい

自
みずか

らの意識
い し き

と能 力
のうりょく

を高
たか

めるための支援
し え ん

 

12 女性
じょせい

に対
たい

する暴 力
ぼうりょく

の根絶
こんぜつ

のための支援
し え ん

  

13 市民
し み ん

のメディア・リテラシー（情 報
じょうほう

を読
よ

み解
と

く 力
ちから

）の育成
いくせい

 

14 生 涯
しょうがい

にわたる女性
じょせい

の健康
けんこう

保持
ほ じ

と促進
そくしん

 

15 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

推進
すいしん

のための条 例
じょうれい

や計画
けいかく

、推進
すいしん

体制
たいせい

の確立
かくりつ

 

16 その他
た

（具体的
ぐたいてき

                             ）  

17 特
とく

にない 

 

問
とい

22 亀岡市
かめおかし

の男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

づくりのために、ご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

がありましたら、自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

  

ください。 
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